
303 

〈研究ノート〉

スコットランド西部と

イングランド南部の入会地
一ーその近況に関する現地調査旅行の記録一一
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はじめに

本研究ノートは， 2004年 8月3日から同月 10日の間，泉・三俣・室田の

三人が行った英国入会地調査旅行に関し，その記録をまとめたものである。

この三者のうち，泉と三俣は，英国 (UK)だけでなく，同月 10日以降，

英国王室直轄属領 (TheBritish Crown Dependency)であるマン島 (Isle

of Man)およびアイルランドの西に位置する小島アキル島 (Isleof Achill) 

1. 

での調査をさらに同月 18日まで続けた。ただし，本研究ノートでは，この

三者が同行できたスコットランド西部およびイングランド南部の入会地に

またそれぞれの調査地で得られた文献なども適宜おける見聞録を記録し，

紹介するものとする。

きて，なぜこの三者が英国の入会調査の共同調査を始めたかについて，

その経緯をごく手短に述べておきたい。それは，三者ともに日本の入会地

に関心があるばかりでなく，コモンズの名で知られるイングランドの入会

地やイングランド以外の英国における類似の共同利用地に関しても最近関

心を抱き始めており，現地でそれらの利用や管理実態を調査する必要を感
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じていたからである。

室田・三俣に関しては，共著書『入会林野とコモンズj(室田・三俣， 2004) 

を刊行し，その中の一章でイングランドとウエールズのコモンズの歴史と

現況にふれた。しかし，それは文献調査のみによる表面的な記述に終って

おり，現地調査を欠いていた。そして，この分野の研究をさらに進めるた

めの現地調査の必要を痛感していた。そこで室田は， 2004年 5月中旬，ロ

ンドンを訪ね，大ロンドン市の範囲内とその隣接地域に多数存在する入会

地のうち 3ヶ所を見学し，さらにスコットランド北東部のデ一川 (RiverDee) 

沿いの町パンコリー(Banchory)の西部にあるパース教区(Parishof Berth) 

を訪ね，そこでの入会山 (commonty)の活用に向けての新たな取り組みに

関して，聞き取り調査および、文献収集を行っていた。しかしながら，三俣

に関しては，諸般の事情から予定が合わず，この調査に同行できなかった。

調査を行った室田も，時間的制約のため，スコットランド・インヴァネス

以北のハイランドに広がる同地方特有のクロフターと呼ばれる借地農の入

会地に関する調査はできなかった。また，管理主体の異なるさまざまなロ

ンドンの入会地に関し，それらの管理実態の相違を明らかにする余裕がな

かったばかりでなく，大ロンドン市とその周辺以外の入会地に関して見学・

調査を行う時間がなかった。

一方，泉は， 17世紀に北大西洋を渡り，アメリカ合州国に移住した英国

からの入植者たちの建設したニューイングランドにおけるコモンの歴史的

展開過程に関する研究を三俣とともに始めていた。その最初の成果が，近

刊の共著論文「ボストン・コモンの歴史的変遷と制度分析:ニューイング

ランドに移植されたコモンズの意義J(三俣・泉， 2005)である。ニューイ

ングランド最大の都市であるボストンには， 300年以上にわたって，広大な

入会地であるボストン・コモンが生き続けている (Fisher，2000)。しか

し，その歴史的起源が英国にあるとすれば，泉としてもイングランドやス

コットランドの入会地を現地で理解する必要を感じていたというわけであ
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る。

本調査旅行は，そのような関心と背景を持つ三者にとり，必要不可欠な

ものとなり，三者は先ず，ロンドンのヒースロー空港に向かうべく日本を

発った。目的地としては，スコットランドについては， クロフターの入会

放牧の実態が分かるところ，イングランドについては，ロンドンとそこか

らさほど遠くない地域を訪ねることにした。前者に関し， Reid (2003)に

よると，そうした入会放牧がなされているのは，一言でいえばハイランド

の各地であり，本土では主として北西部の大西洋西岸地帯，島峨部ではオ

ークニー諸島，シェットランド諸島，西部諸島(インナー・へブリデス諸

島とアウター・へブリデス諸島)である。そこで，短期間の調査旅行とし

ては，公共交通機関を利用するだけで接近が比較的容易と思われるインナ

ー・へブゃリデス諸島のスカイ島 (Isleof Skye) を訪ねることにした。後者

については，ロンドンとその日帰り可能圏内の地域に関し，管理主体の異

なる入会地を三人で手分けしてなるべく多数見学することにするが，具体

的な場所についてはロンドン到着後に決めることとした。

以下では，この旅行における見聞やその後の文献調査の結果を，基本的

には旅日記形式で記し，今後のより本格的な研究のための準備とする。 8月

3日から 6日までは，ロンドンからスカイ島への移動とスカイ島滞在につい

て記し， 7日については，スカイ島からインヴァネスを経由してロンドンに

もどる経過にふれ， 8日から 11日にかけては，ロンドンとニューフォレス

トについて述べる。

2. スカイ島のクロフター

2.1 ポートリーまでの道のり

約 1週間かけて英国のコモンの調査に向かう 8月3日，それは出鼻をく

じかれる形で始まった。室田は成田空港よりブリティッシュ・エアウェイ
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ズ便にて，この日の午後，ロンドン・ヒースロー空港第 1ターミナルに着

いていた。一方，泉と三俣は，その便から 30分後の飛行機で成田空港を出

発したのだが，到着を目前にしてヒースロー空港上空で悪天候にみまわれ

降りることができず，結果として 2時間以上も遅延してしまった。そのた

め， 3日中に飛行機を乗り継いでインヴれアネスに入る予定がいきなり崩れて

しまったのだ。ただ， とにもかくにもヒースロー空港で三人が合流するこ

とだけはできた。翌日，スカイ島に向かうためにまずスコットランドの主

要都市に入らなければならなかったので，行動の起点を地下鉄のヒースロ

ー・ターミナル駅とし，その近くのホテルに宿泊し，遅延等で疲れた体を

休めた。

最初の目的地スカイ島に行くための新たな飛行機の予約を昨晩にしてお

くことができなかった。そのため電車で行くことに決め，電車で行くのな

らインウ、、アネスを経由するよりも，グラスゴーを経由したほうがよいと判

断した。スカイ島行きのパスは，インヴpアネスからは一日 2便だが，グラ

スゴーからなら一日 3便出ていることもそう判断した根拠の一つでおある。

というわけでコまったく予定外のこととして， 4日はグラスゴーへの列車旅

となった。チューブ(地下鉄)のピカデリー (Piccadilly)線に乗り込み，

King's Cross駅を目指し， 12時発のインウ、、ァネス行き特急に乗車した。グ

ラスゴーまで一人 86ポンドである。ピーターボロ (Peterborough)， ドン

カスター (Doncaster)，そしてクラシックな雰囲気漂うヨーク (York)駅

に停車した。その次がニューキャッスル・アポン・タイン (Newcastle-upon 

Tyne)であったが，都市再開発の途上にあるらしく，駅周辺は非常に乱雑

な感じであった。その次はパーウィック・アポン・トゥウィード (Berwick

-upon-Tweed) ，そこを少し北上するともうスコットランドであり，程なく

エディンパラに着いた。この日はインヴ、アネス行きが目的ではない一行は，

エディンバラでグラスゴ一行きに乗り換えた。電車は定刻 16時45分にエ

ディンパラを出発し，約 1時間でグラスゴーに着いた。そして，駅から徒
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地図 1:スカイ島の位置と島内の詳細

(C) Kazuya Hashimoto 
。。

歩 10分の中央パスステーション(ブキャナン・パスステーション)にて，

翌日のポートリー行きのパスチケットを購入し，ホテルへと向かった。

翌朝，前日に室田が予約しておいたタクシーを利用しホテルからパスタ

ーミナルまで向かった。この日 8月5日は，グラスゴーからブオート・ウ

ィリアム (FortWilliam)経由でクロフターの入会放牧地を訪ねるべくス

カイ島へ向かう日である。スカイ島はインナー・へブリデス諸島の中で一

番広い面積を有し，また約 350マイルにおよぶ海岸線を有し，全長約 50マ

イル，幅は約 7-25マイルにおよぶ島である。その面積は，おおよそ約 14

万ヘクタールである。スカイ島の名は，バイキングの言葉にその起源を持

ち， Skiは「雲Jを， Eyは「島」を意味する。多くの場合， Skyeは霧のか

かった島であるというように思われており，ここにその名前の語源がある

(MacDonald， 1998)。
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グラスゴーのパスターミナルを 7時定時で出発した。 ScottishCitylink 

社の黄色を基調とした車体のパスに乗り込む。一人片道 22.5ポンドであっ

た。グラスゴーを出て間もなく，パスはロモンド湖 (LochLomond)の西

岸を走り続ける。グレート・ブリテン島で最大の淡水湖であると運転手の

説明を受ける。グラスゴーとグレンコー (Glencoe)の聞の山岳地帯では，

ハイキング用の小径のよく整備されている様子がパスの車窓からでもよく

わかった。ときおり道路は鉄道と並行になる。後日の調べによると，これ

はスコットレイル会社 (ScotRail)のグラスゴー=マレイグ (Mallaig)線

で， Route 6 aといい，エデインパラが始発(ないし終着)駅となってお

り，主要駅は Glasgow，Crianlarich， Oban， Fort William， Mallaigであ

る。エディンパラ=マレイグ聞を一日 3往復している (Website: ScotRail 

Time Table 2004)。運行本数は少ないとしても，グラスゴーからマレイグ

までが鉄道でつながっているということは，マレイグが何らかの意味で重

要な地だからであろう。地図で見てわかる限りではマレイグは港町で，そ

こからスカイ島の南端に近いアーマデイル (Armadale)港へのフェリーが

出ていることくらいである。

グレンコーの村に下る途中に Passof Glencoeという峠があるが，そこ

から渓谷が始まるが，そこを通過する際，運転手氏は，ここが「グレンコー

の虐殺J(Glencoe Massacre)のあったところだと解説してくれた。観光

パスではなく，普通の定期路線ノ〈スなのだが，この運転手さんはあたりの

地形や歴史に詳ししそれを乗客に伝えてあげたいというサービス精神に

あふれている。

旅行中は， Iグレンコーの虐殺」といわれてもいつごろのどういう事件の

ことなのか分からなかった。しかし，どうやらハイランドの歴史にいきな

り直面させられたという感じがした。そこで後日調べてみると，それは英

国史に必ず登場する名誉革命(1688-89年)が，スコットランドのハイラン

ドでは必ずしも歓迎きれなかったことに関連して起こった 1692年の事件で
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ある。

そこで先ず名誉革命であるが，それは，当時の同君連合という政治体制

の下で，ローマ・カトリックよりのスコットランド国王ジェームズ 7世(イ

ングランド国王としてはジェームズ2世)が，イングランドのプロテスタ

ント勢力の圧力で退位を余儀なくされた事件である。その勢力は，ジェー

ムズ 7世の娘メアリの結婚相手であり，カルヴ、アン主義を信奉するオラン

ダの王子オレンジ公ウィリアムを王位に就けようと画策した。ウィリアム

はこれに応じ，軍を率いて海からイングランドを目指し， 1688年 11月5

日，デボンシャーに上陸し，王位を目指した。形勢不利を悟ったジェーム

ズ7世は，わが身の安全第ーとし，フランスに逃亡した。この結果ウィリ

アムは，イングランドのウィリアム 3世を兼ねるスコットランドの国王ウ

ィリアム 2世として即位し，メアリも女王となったのである。

この政変(クーデター)は，イングランドにおいては無血のうちになさ

れたので，イングランド人はこれを TheGlorious Revolution，ないし The

Bloodless Revolutionと呼んでおり， 日本ではそれを名誉草命と訳してい

る。これによって誕生した王朝をハノーヴァ一朝という。だが，スコット

ランドにおいては自国の国王が王権から追放されたのであるから，この政

変は「名誉」どころではなしそれを快く思わない人々が少なからずいて

当然で、あった。ウィリアムがイングランド王となる過程は無血であったが，

彼がスコットランドおよびアイルランドの王も兼ねるようになる過程では，

ウィリアム派とジェームズ派の聞に流血の争いがあった。

しかし，ジェームズ派の反抗は短期間のっちに鎮圧され，スコットラン

ドには，国家教会としての長老教会体制が樹立された。ただし，ハイラン

ドにおいては，この新体制が安定するかどうか，状況は流動的で、あった。

このため， I氏族長の忠誠を強要するために， 1692年 1月 1日までに国王ウ

ィリアム二世に対する忠誠宣誓の署名が，すべての氏族長に求められた」

(キレーン， 2002， 142頁)0I宣誓をし損なったり，拒否した人物への処罰
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は残忍を極めたものであった。(中略)氏族長とその一族は法の保護を失

い，任意に殺害きれるかもしれなかった。大半の氏族長が，指定された期

日までに署名を終えたJ(同上， 143頁)。

ところが，一人だけ期日までに署名をしていなかった人物がいた。マク

ドナルド家の分家に当たる老氏族長グレンコーのマキーアンである。「彼は

先ず，宣誓する場所とは異なる所に赴いており，ベン・ネヴィス(後述す

る山の名前)の真南にあるグレンコーからファイン湖のへきき近くにある

インヴアレアリまで， 40マイルの距離を厳冬の最中に移動しなければなら

なかった。マキーアンは，ょっゃくたどり着いて宣誓を果たしたのだが，

そのような遅刻は，ハイランドでの乱暴な処置を望むエデインパラの人々

に対して，つけこむ口実を提供するようなものだったJ(向上， 143頁)。そ

して次のような事件が起こった。

「元凶となったのは，スコットランド国務大臣ステア伯ジョン・ダルリン

プルであった。彼は一計を案じて，計画に対する国王の署名を手に入れた」

(同上， 143-144頁)0rグレンコーのマクドナルド家は，ローマ・カトリッ

ク教徒であると信じられていた。彼らはまた野蛮で、，無法者の高地民であ

ると思われていた。 1692年 2月1日，税金未納という名目で，複数の軍隊

が[グレンコー渓谷]に宿営した。彼らは，正式な国軍ではなく，アーガ

イル伯配下の連隊であった。アーカゃイル伯の称号を持つキャンブル家は，

数世紀にわたってマクドナルド家代々の宿敵であった。指揮を執ったのは，

グレンライアンのロパート・キャンブル大尉であった。彼は， 2月5日の夜

にマキーアンとともに夕食をとった。翌朝，夜明けとともにキャンブルの

一団は，一片の疑いも抱いていなかったマクドナルド一族に襲いかかり，

彼ら 38名を惨殺したJ(向上， 144頁)。

死者はそればかりではなかった。惨殺は 3ヶ所で行われたが，それらの

現場を辛うじて逃れた老人，女性，子供が多数いた。彼らとしてできたの

は，就寝中に身につけていたものだけの姿で，歩いて周辺の山の中へ逃げ
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込むことだけであった。しかし，そこは深い雪の積もった極寒の空間であ

り，近くに駆け込んで、救助を求めることのできる家があるわけでもなく，

彼らは疲労と寒さと恐怖のために次々と倒れ，死の旅路についた(Website:

Massacre of Glencoe)。

「グレンコーの事件は，政府の後援を受けた大虐殺であった。使われた軍

隊がキャンブル家のものであったとしても，彼らはしかるべき軍指揮官に

率いられた正規軍であり，国家政策を遂行したのだった。グレンコーの虐

殺をここまで悪名高くしたのは，この政府の関与のためであったJ(キレー

ン， 2002， 145頁)。

私たちの乗ったパスが通過したグレンコー渓谷は，まさにその「グレン

コーの虐殺」の現場だったわけで、，旅のあとでふりかえってみると，ガイ

ド好きの運転手氏は，乗客にそのことを伝えたかったのである。

ブオートウィリアムに到着したのは，出発して約 3時間後の午前 10時

過ぎであった。このフオート・ウィリアムでは運転手の交代があった。そ

の聞の休憩時間が 15分程あったので，近くのスーパーへ駆け込んで，昼食

用の買い物をすることができた。このフオート・ウィリアムのバス停の隣

には鉄道の駅があり，そのプラットホームには数両の客車に連結した蒸気

機関車 (SL)が停車中で，蒸気を吹き上げていた。これは，上記の鉄道路

線のうち，フオート・ウィリアム=マレイク、、聞に限って，冬季を除いて一

日一往復する SLであるらしい。先ほどの運転手氏は，よほどか、イド好きと

見え， Iほら，あそこに SLが停まっているだろ。あれが見られるなんて君

たちラッキーだよ」などと私たちに話しかけてくる。

後日に調べてみたところでは， Iザ・ジャコバイト」号といい， West Coast 

Railway Companyが経営している。確認していないが，線路をスコットレ

イル社から借りて観光客向けに SLを運行しているのではないだろうか。 6

月7日から 10月8日までの月曜日から土曜日まで毎日運転している。ただ

し， 日曜日の運行は 7月25日から 8月29日までに限定されている。その
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SLの発着時刻については，フオート・ウィリアム発 10時 20分，グレンフ

インナン (Glenfinnan)11時 25分発，アリセーグ (Arisaig)12時 5分

発，そしてマレイグに 12時 25分に着く。マレイグ 14時 10分発，アリセ

ーグ 14時 36分発，グレンフィンナン 15時 21分発，そしてフオート・ウ

ィリアム着 16時 00分である (Website: ScotRai1 Time Table 2004)。

私たちがフオート・ウィリアムに着いたのは，先述のように 10時である

から，今から考えてみれば，私たちが見た SLは，そこを 10時 20分に発車

してマレイグに向かう予定のものだったに違いない。なぜそれに「ジャコ

ノ〈イト」という名前がついているのかについては，後に述べる。

フオート・ウィリアムはベン・ネーヴィス (BenNevis) という山の登

山口ともなっている町である。ベン・ネーヴィスは標高 1，344メートルで，

グレート・ブリテン島の最高峰である。バス停からは，確かに高い山々が

見えるが，どれが本当のピークかはわからずじまいであった。このべン・

ネーヴィスは，最近までDuncanFairfax-Lucyという人物の私有地であっ

たが，持ち主が売りに出し， 2000年 6月に]ohn Muir Trust Properties 

(jMT)という環境保護関係のトラストに買い取られている (Website; Ben 

Nevis)。

スカイ島に向けて再びパスは発車するが，新しい運転手氏は何の説明も

しない。しばらくすると，左手の水面側に古い城跡が見えてきた。古城が

水面に突き出すような形で、建っている。観光名所Dornieである。そこに向

かつて歩いていく人，あるいはそこから自動車道路の方へもどってくる人

がかなりいるからである。その城は，絵葉書などによく出てくる Ei1eenDonan 

Castleらしい。しかし，ここでも運転手の説明はない。

カイノレ・オブ・ロッハルシュ (Kyleof Lochalsh)にてスカイ・ブリッ

ジ (SkyeBridge)という橋を渡り，スカイ島へ入った。それは 12時 30分

のことであったから，グラスゴーを出発して 5時間半でスカイ島入りした

ことになる。橋を渡ってすぐの集落がカイレイキン (Kyleakin)で，そこ
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からポートリーまで43キロである。このスカイ・ブリッジは，車ならわず

か数分足らずで渡りきってしまう短い橋であるが，陸路でスカイ島に入る

場合は必ず通らなければならない橋である。1995年 10月に完成したのであ

るが，この公共性が高いと思われる橋にもかかわらず，その通行料金は半

端な額ではない。乗用車で片道 5.7ポンドもするのである。スカイ島の自

然を保護するため，自動車の乗り入れに対する入島税でもとっているのか

と思ってしまったが，この高額な通行料金は地元でも大きな問題となって

いるようで (Website:BBCスカイ・ブリッジ)，住民の多くはその減額や

撤廃を求めているが，建設費の回収や元来の移動手段であったフェリー会

社との関係でまだ解決には至っていない。

ポートリーには，ほぽ定刻の午後 1時 40分に着いた。昨晩，室田がグラ

スゴーから宿泊予約をしておいたベンリー (Benlee)という名の B&Bに

行き， 13時 50分にはチェックインを済ませた。その後，すぐにインフォメ

ーション・センターでパンフレット類を収集した。次に町役場訪問し， ク

ロフターの入会放牧の現場を見られるような島内庁、イドを雇うにはどうし

たらよいかを訪ねた。それなら RedDeer Tra velという旅行社に頼むのが

よいが，電話番号は分からないとのことで，再ぴインフォメーション・セ

ンターへもどり，その旅行社の電話番号を教えてもらって電話をしてみる

が誰も出ない。

2.2 スカイ島のフットパスを歩〈

インフォメーション・センターでは，数多くのおみやげ物や本を売って

いるのは各国共通で、あろうが，このスカイ島のポートリーのセンターでは，

フットパスなる遊歩道のかイドブックが一つの棚を占有していた。辞典の

ようなものから，携帯できる薄っぺらいものまで多種多彩で、あるが，その

中でも一番薄くスカイ島のみのものを一冊購入してみることにした。

そもそもイギリスでは， 日本にはない「歩く権利Jという公的な権利が
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存在する。絶滅の恐れのある生物の保護など何か特別な理由がない限り，

仮にそこが私有地であっても，万人が自然の中を歩く権利が保証されてい

るのである。この権利は，イングランドやウエールズでは 19世紀半ば頃か

ら議論が始まり， 1932年に「歩く権利法」が制定され，さらに 1990年， 2000 

年に改正されている。この「歩く権利」を日本において精力的に紹介して

きた環境法学者の平松 (2003)は，この歩く権利法の意義を「国民的レク

レーションの場としてクルマなきフットパスを提供・整備するよう土地所

有権者・農民に課することJ(169頁)にあると述べている。

このようにその土地が誰の所有であるかに関係なく歩くことのできる人

専用の遊歩道「パブリック・フットパス」は，イングランドおよびウエール

ズ全体で地球四周にもなる 169.000キロにおよび， 自動車や馬の侵入は法

的に許きれない。私たちが訪れたスコットランドでは，イングランドやウ

エールズにはかなり後れを取ったが 12003年土地改革(スコットランド)

法」が制定されたことにより，それまで法的根拠が不明確で、あった「歩く

権利」が，一定の条件の下で私有地を含むさまざまな土地を歩くことので

きる権利として認められるようになった。

スカイ島にも，当然ながら多くのフットパスが存在し，それに関するガ

イドブックの種類もたいへん豊富で、ある。先述のインフォメーション・セ

ンターで購入したポケットサイズのカゃイドブック (2.5ポンド)にでさえ，

1.6キロから 19キロまでの日帰り可能な 30ルートが難易度別に紹介されて

いた。このようなカY ドブック作成には，スコットランドにおいて「歩く

権利」の獲得ならぴにその保護運動に長年尽力してきたスコットランド歩

く権利協会 (TheScottish Rights of Way and Access Society)が一役買

っている。この協会が，フットパスの道標を設置したり，ルートマップ作

りを地方政府の代わりに行っている。

泉の提案で，ガイドブックに載っているルート中でもっともポートリー

から近く小一時間のフットパスに行ってみることにした。インフォメーシ
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ョン・センターを起点にして，距離約3キロ，高低差約 100メートルのフ

ットパスである。パブリック・フットパスは，まずポートリー湾沿いに数

百メートル続き，路肩に"Lochanan Stoirr Storr Lochs 6.5 m"と書かれ

た「スコットランド歩く権利協会」の道標がある。それを先に進むと入り

口の木製ゲートにぶち当たった。フットパスの入り口であり，そのゲート

には“UrrasClann Mhicneacail Nicolson Trust : NO CAMPING， NO 

CYCLING， NO DOG FOULING"という看板があがっている。しばらく

いくと，丘のほうから二人の男が降りてきて，私たちに「フゃッシュがある

が，眺めがよいから上にいくとよい」という。私たちはその勧めを受けて

丘を登ることにする。途中，ポートリーに住んで、いたと思われる氏族(CLAN

MACXW ACAIL)で，このフットパスの提供者であり，かつ北アメリカ，

オーストラリア，ニュージーランドに出て行ったと思われる移民の碑が堂々

とおかれていた。その碑には，記述が消えかけていて十分には読めないが，

このあたり一帯の土地は，広く公共に資するために， 1960年代くらいに購

入されたものというような記述が見えた。

写真 1:スカイ島のフットパス(撮影:泉留維)
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スカイ島からの移民に関して言えば，後述するようにハイランド一帯の

クロフターと呼ばれる借地農を地主の都合で追いはらった歴史的大事件，

ハイランド清掃以降に激増していく。特にスカイ島からの移民のピークは，

次の記述にあるよう 19世紀中葉に迎えた。

カロライナ (Carolina: 1663年に建設。後に南北カロライナ州に分離。北

米東海岸の英国植民地)は，スカイ島の人たちをひきつけた初めての場所

であった。 1771年 9月， 370名がスカイ島から北カロライナに向けて出帆

した。その後，数百を越える人たちがそのあとを追い， 1790年までには最

大で2，000名をかぞ、える人たちが海を越えて新世界に向かったと見積もら

れている。 1837年には，北スカイから 459人の男女の一団がオーストラリ

アに出帆し， 3年後には 600名がポートリー地区より同国に向けて旅立つて

いる。 1840年から 1883年の聞には，少なくとも 7，000人の人たちがスカイ

島から移民し，そのうちのほとんどが強制的にしかたなく移住させられた

と言われている。非常に多くの人たちが，古くそして航行に不適な船に詰

め込まれたゆえ，その多くは目的地に到達できるはずもなかった。目的地

に到着しても，直ぐに栄養失調や病気が，生き延びようとする人たちに信

じられないほどの苦難をもたらし，そして生きるために，粗末な木造の小

屋に住まい，奴隷のように働かざるを得なかった。土地をならし，条件の

厳しいところから生活を切り聞いていくには多年を費やすことになった。

島にとどまった人たちにとっては，賦課(負担)や規制の期間になると，

彼らの生活はほぼ不可能になるほどであった。クロフターの地代の納入の

遅れに対する地主の共通の対処方法は，借地条件の違約による解除を申し

付けるというやり方であった。海岸における海藻の採取は禁じられ，クロ

フターは犬を飼うことも許きれなかった (MacDonald，1998， pp.6-7)。

きて話を戻すと，私たちの見たその移民の碑から丘の頂上をさらに目指
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して行くことにした。道の右手全体が大規模な断崖で，眼下には青い入り

江 Soundof Raasayが広がっている。その湾内に養殖用の丸い囲いが多数

見える。大きな魚がはねているのが遠方からでもよく見える。それらの大

きさから考えてサケ (AtlanticSalmon)のようだ。確かに眺望のすばらし

い丘だったが，小さな羽虫が多く， しつこく顔や手にまとわりついてくる

のにはやや閉口した。フットパスの道自体は， もちろん舗装などはされて

いないが，階段を設置するなど整備は比較的行われていた。ただ，フット

パスの周りが，ブラッケン(シ夕、類)が繁茂していたのには驚き，後日，

これがスカイ島の大きな問題の一つになっていることを知る。

ポートリーの町にもどり，港寄りのホテルの小さなレストランでの夕食

中に赤いワゴン車が外を通る。それに RedDeer Tra velの名があるのに泉

が気づく。室田が追っていって，それを運転していた男性に，翌日ガイド

をお願いできないかと聞いてみたのは午後 8時頃であった。行く場所や所

要時間により 60から 90ポンドくらいということで妥当だと判断し，その

場で翌日のか、イドを予約した。明朝 9時に私たちの宿泊するベンリーに来

てくれることになった。

夜，私たちは街の雰囲気を知ろうと外出した。 PublicBarというパブに

立ち寄ったとき，ある若者が英語でない言葉で話しかけてきた。会話にも

ならなかったその言葉は，おそらくゲール語(ケルト語の一種)であった。

現在のスカイ島の人口の半分近くの人は，ゲール語を話すことができる。

この島でうまれた生粋の島人は，ケルトの遺産に大変誇りを持っており，

この特有な言葉で貴重となった言葉をつなぎ続けていきたいという厚い希

望があることを帰国後に私たちは知った (MacDonald，1998)。

2.3 スカイ島内を見て回る

6日，朝食は先ず，ポリッジがサーブされた。日本人にはオートミールと

いうほうがわかりやすいであろう。次にかなり豪華な動物性食品の多いプ
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写真 2:スカイ島のブラッケン(撮影:泉留維)

レートがサーブされた。

Red Deer Travel社の真っ赤なワゴン車が，約束どおり朝 9時に迎えに

来てくれる。運転しているのは，昨夜と同じ男性で，マーチン (MartinD. 

Briggs) という人であった。旅行社といっても，一人でやっている観光案

内業であることが道中の会話から分かった。昨日数回電話をしてもつなが

らなかったのは，電話を受ける事務員などがいないためである。台湾の観

光力、、イドブックにも「紅鹿旅遊」として記載あり， Lonely Planet Publishing 

のガイドブックにも紹介があった。つまり，スカイ島観光に関しては最も

信頼できる力、、イドとして，世界的に知られている人物であることがこれで

分かった。

そのマーチンさんであるが， 70歳を過ぎていると思われる老人である。

しかし長身て1 しかもきわめて体格がよい。疲れているようにも見えるが

運転の腕は確かで、あり，かつて定期パスの運転手をしていたというのがう

なずける。定年退職後に，自営のガイド業を始めたものらしい。

森に関しては，カラマツ中心の四角形の植林地がパッチ上にあちこちに
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見え，奇妙な感じのする景観を呈している。近くで見ると樹齢はさまざま

であり， Heatherが至るところに赤紫色の小さな花を咲かせている。

マーチンさんがいうには，スコットランドはとてもいいところだが，二

つだけよくないものがあるという。一つは先述のブラッケン (bracken)で

あり， もう一つはミジ (midge)だという。昨日，断崖の上の丘を散策中に

私たちにしつこくまとわりついてきたのが，彼のいうミジに違いない。

スカイ島の至るところにブラッケン(シダ類)が繁茂している。それが

よくないもの，悪いものという場合， どういう意味でそうなのかは聞き忘

れた。このブラッケンは，燃料としては役立つ。その採取が入会権の対象

となっていた地域がイングランドにはあり，例えば後述するニューフォレ

ストがそうである。日本の最近の関西地方におけるタケの繁茂のように，

他の植生を押しのけてまで繁茂するからよくないのだろうか。実は前日の

散歩の道中で，試しに乾燥したブラッケンに火をつけてみたが，竹のよう

に勢いはないがチリチリと燃えたのであった。十分に乾燥させ，それなり

の量があれば家庭用燃料となりそっだ。日本ではシダはかなり一般的な植

物であるが，多いのは山の中の日陰である。これに対し，スカイ島では日

当たりのよいところにもたくさん生えている。

ポートリーの市街から車で北に向かつて 10分強走り，マーチンさんは停

車して， クロフターの入会放牧 (crofter'scommon grazings)の現場の一

つはこのあたりだと紹介した。道路側の斜面一帯が入会地で，羊毛を刈る

設備などのあるところはむしろ丘の中腹のやや高いところにある。マーチ

ンさんは， croftersとfarmersとを明確に使い分けていろいろ説明してく

れる。彼にとっては，スカイ島の誰と誰がcroftersで，誰がfarmersであ

るか，ほとんど全部知っている感じである。その際の farmersが日本でい

う自作農に近い概念のようにd思える。

彼はまた，道路際の丘の中腹になにやら円筒形の建造物の半ば崩れかけ

たものが見えるところでも停車した。それはブロッホ (bloch)の遺跡であ
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写真 3:ブラーエスの戦いの記念碑(撮影:泉留維)

った。その位置は，海から少し離れてはいたが，マーチンさんは，あそこ

からは海がよく見えるという。ブロッホについては，たとえば次の解説が

ある。

ブリテン島北部では，鉄器時代の定住期以来残存している人工遺跡は決し

て多くない。しかし，スコットランド以外では発見されていない有名な円

塔〔ブロッホ〕がある。これは，通常，海岸沿いに建設された大規模な空

積みの塔である。(中略)この建築物は，防衛を基本的な目的に造られたも

ののように思われる(キレーン， 2002， 21頁)。

室田は，保存状態のよいブロッホは，オークニー諸島，シェットランド

諸島に多いと事前に聞いていた。しかし，考古学に興味があるわけではな

いので，詳しく事前に文献を読んだりしたわけではなしスカイ島で自の

前にしている遺跡がその一つであるとは，その場では気づかず，旅行後に

そのことを知って驚いた。ブロッホは，純粋なケルト文化の産物であり，
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地図 2:スコットランド西部の諸島における清掃のその位置と年代

(出典)Richards(2000) ， pp. 333より転載
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今日のスコットランドでは，それらの一つ一つに名前がつけられ，重要な

歴史遺跡として保存の対象になっている。私たちが，道路から遠望したの

は，夕、ン・ビーグ (DunBeag) という名のブロッホであり，紀元 100年頃

建造されたものであることが分かっているという。

マーチンさんは，道路わきにそれほど大きなものではないが，何か重要

らしい石碑の立っているところでも停車した。碑文からすると，それは 1882

年のブラーエスの戦い (Battleof Braes)の記念碑である。

クロフターと地主の聞における何かの争いに関する記念碑らしいが，そ

の場では詳しいことは分からなかった。後日調べてみると，後で述べる「ハ

イランド清掃」の嵐が吹き荒れた後， 19世紀後半のハイランドでは小作農

の権利意識が高くなった。ポートリーの近くにあるブラーエスという村の

場合，そこに住むクロフターたちは，ベン・リ一山 (BenLee)を放牧地

として代々利用してきた。ブラーエスはマクドナルド卿という大地主のエ

ステートであったが，ある時期にマクドナルド卿は自分の所有する羊の飼

育のために，べン・リ一山で彼らが放牧することを禁止した。これに対し，

先述したように権利意識を高めたそのエステートのクロフターたちは，以

前の放牧権を主張し，もしその要求が聞き入れられないならば地代を支払

わない， と宣言した。そして実際， クロフターの何人かが地代の支払い拒

否したのである。

だが，マクドナルド卿からすれば地代の徴収は法にかなった行為であっ

た。そこで1 不法行為を行っているのはクロフター側であるとして，警察

の介入を要請した。それに応えて若干名の警察官がインヴァネスからブラ

ーエスにやってきたのであるが，クロフターたちは彼らを追い払ってしま

った。このため，インヴァネスの警察署は，グラスゴーからの警官隊派遣

を要請した。この結果， 50人の警察官がスカイ島にやってきたのである。

それほど多数の警察官など見たことのないブラーエスの人々は，最初は混

乱しなすすべを知らなかったという。しかし間もなく，女性や子供を含む
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約 100人が団結し，棒切れを振るい，投石をするなどして抵抗した。逮捕

者も出た。

この事件が 1882年のブラーエスの戦いとよばれるものであり，今から考

えれば， クロフタ一家族と警官隊の衝突の現場近くに後日;建立された記念

碑をマーチンさんは私たちに紹介したのである。そしてこの戦いが，地主

の横暴をスコットランドだけでなく英国全体に知らしめる結果となった。

インヴァネスの裁判所における逮捕者の裁判には多くのジャーナリストが

取材に駆けつけ，大きなニュースになった。もちろんこの事件一つだけが

原因ではないが， 3.5に述べるようなその後のクロフターの入会放牧が制

度として確立するに当たり，この事件が一つの役割を果たしたことはほぼ

間違いない (Website: Short History of Crofting in Skye)。

2.4 Skye Museum of Island Lifeを目指Pして

一行は前述したクロフターの住居をそのまま利用した Kilmuirにある Skye

Museum of Island Lifeを尋ねるべく車を進めた。途中，マーチンさんは，

スカイ島観光の名所のひとつである Carbostからさらに西にあるタリスカ

ー (Talisker) ウイスキー蒸留所にワゴン車を停めた。半時間ほどのツア

ーが準備されており，若い男性ガイドが，要領よく蒸留所内を案内してく

れた。

この蒸留所見学がすむと，マーチンさんはワゴン車をかなりの速度で操

り，北方へ向かい，ダンヴェがン城 (DunveganCastle)の入口近くで停車

した。そこにあるレストランで昼食をとるとよいという薦めであった。こ

こは一大観光地らしい。スカイ島は，かつては幾つかのクラン(氏族)に

よって統治されていた。ゲール語では Clannと書き，クランの各メンバー

(clansmen)は，土地を上流階級のものとするクランの長と密接な関係を必

要とするようになっていった。クランの人たち (clansmen)は自分たちの

長のために働きまた外敵と戦う。その見返りとして，彼は自分に忠誠・奉
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公をする者に対して，彼らが望めば，長の名(異名)を与えた。また彼ら

は， rランリグ」という土地制度で知られる土地で働いた。インフィールド

とアウトフィールドを合わせて耕地 (arableland) というが， クランの人

たちの耕地利用は，このランリグ(runrig)という制度下にあった。一軒の

農家は，数多くのそして耕地内のあちこちに散在する細長い短冊状の土地

を耕作したわけであるが，そうした短冊形の土地の一片一片をリグという。

ランリグ制とは， r一定の地域内の耕地が小さな区画に分割きれ，ある耕作

者に割り当てられたいくつかの区画は一年限りで利用でき，次の年には別

の区画を耕作する制度であり，ある年に地味のよい土地が利用できても，

次の年には悪い土地に移ることになるかもしれない。耕作に従事するすべ

ての人がこの規則の下に行動するので，誰かがいつも恵まれた土地を利用

し，別の誰かは毎年悪い土地を利用しなければならないということがあり

えない制度であり，不平等の入り込む余地のない制度であるJ(Reid， 

2003)。

そのようなクランマンの長の一人として，北西部のマクラウド(MacLeod)

家が 700年以上にも渡って住居としていたのがダンヴnエガン城であり，家

宝や勝利をもたらした旗などが展示されているとのことである。しかし，

時間を考えて入場せず昼食のみとし，先を急いだ。

2.5 クロフターの入会放牧と制度化の過程

これまでの記述でも既に何度か登場済みであるが， クロフターの入会放

牧がそもそもどういう過程で一つの権利として社会的に認知されるように

なったのかをここで手短に触れておく。

先に見たようにハイランドでは，厳格な平等主義を貫くランリグ制が広

がっていたが，このようなやり方は，平等に徹しすぎて土地改良がなされ

ず，経済合理性を欠くとされ，大地主は何とかしてそれをやめさせたかっ

た。地主は，短冊状の土地片をまとめて生産性をあげることによって，高
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まる羊毛需要に応え利益を上げたかったわけで、ある。しかし，ハイランド

から農民をすべて追い払えば，それはそこに労働力が無くなることを意味

する。特にアウター・へブリデス諸島の場合，地主は，昆布などの海藻を

工業原料として販売することで利益を得ていたため，海藻採取の労働力が

なくなるのは地主にとっても不利益であった (Reid，2003)。地主は土地片

をまとめる一方で，耕地の狭い借地農が生活できるようにもしなくてなら

ない。そこで、次第に制度化されていったのがクロフターの入会放牧制であ

る。正陵地や島の高台については分割を行わず，農家が牛などをそこに入

会放牧することを認めたのである (crofter'scommon grazings)。入会地

の利用という面で古来の慣習を認める一方で、，近代の事情に合わせて共同

耕作はやめるという方法を取ったのである。

このように高台における入会の存続を認められることで成り立っていた

借地農たちの暮らしを襲ったのがハイランド清掃であった。サザーランド

の内陸部は羊の飼育に最も適し，一方で、人聞の居住には適きないという話

を鵜呑みにしたハイランド清掃の直接的な責任者であるレヴソン・庁、ワー

(George Granville Levson -Gower， 1758-1833)は，数千世帯のクロフタ

ーの家族を北西部から追い立て，彼らの住居を焼き払い，大規模な羊飼育

農場を開設したのである。更に地主たちは，狩猟に適したシカの住む森に

するほうがより儲かると悟ると，牧草地を森林に変えてしまうという暴挙

に出た。清掃によって海外へ移住させられたり，惨殺されたりすることを

かろうじて免れたクロフターたちは，とうとう 1882年にクロフターの戦争

(the Crofter's War) と呼ばれる大規模な社会運動を起こすにいたったの

である。

このような大規模な運動を通じてクロフターたちは， 1885年に初めて選

挙権を得た。それを皮切りにして猛烈な抗議活動を展開し，ローランドの

人々からも支援を得た。これにより，小作料を妥当なレベルに抑えること

を求める法律11886年クロフタ一保有権法J(Crofters Holdings (Scotland) 
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写真 4:ダンタルム近郊のクロフターの住居跡(撮影:泉留維)

Act of 1886)が制定されるにいたったのである (Reid，2003)。この 1886

年法により，クロフターは，耕地と放牧用丘陵地の両方を利用でき，そし

て後者については入会放牧の形の利用であることが法的に確認された。そ

の後，この法律は改正などを通じて，よりクロフターの権利が保障される

形となって現在に至っている(三俣・室田， 2005)。

2.6 ハイランド清掃の爪跡

途中， Iハイランド清掃J(Highland Clearances)の跡地(海岸沿い)を

崖の上から見下ろせる場所で、マーチンさんに車を止めてもらって写真を撮

った。草の生い茂る平地のあちこちに半壊状態の石垣があり，そこに人家

のあったことをしのばせる。クロフターたちが，ハイランド清掃がすすむ

につれ，どんどん海岸線へと追いやられていった歴史の一端をうかがうこ

とができる。そのような典型的な場所として MacDonald(1998)は，ダン

タルム (Duntulm)に向かう道のスコア湾 (ScoreBay)の北 0.5キロに

わたる集落跡を上げている。
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ではそのようにクロフターが海岸線に追い込まれていったのはどのよう

なことに端を発していたのであろう。それには後述するジャコバイトの乱

以降の歴史的展開を知る必要がでてくる。 MacDonald(1998， pp. 5-6)に

はその詳細が次のように記されている。

18世紀ごろハイランドは，長らく続いてきたクランマンの生活を破壊する

ことになった騒乱に巻き込まれていく。チャールズ・エドワード・スチュ

アート王 (1720-1788)がハイランドの地に立ち上がり，多くのクランの

長は自分たちのクランマンとともにハイランドを後にし，チャールズがス

チュアート朝の王位に返り咲く支援をした。この最後のそして不幸をもた

らしたジャコバイトの乱は失敗し，最終的に 1746年のクローデンの戦いで

ハイランドのクランは完全に敗れ去った。ハノーパー・キング・ジョージ

下のイングアンド人は，ジャコバイト派のために戦ったクランの長とクラ

ンマン全てをいやしめるように絶えず心がけた。「非武装法(DIsarmIngAct) J 

が発効されるに及んで，悲惨な状況の暗闇はハイランドや島々全体に広が

っていった。ハイランドの伝統的な着物の着用は禁じられ，楽器の使用も

禁止され，ゲール語の使用までもがはばかれるようになった。しかしクラ

ン制が破壊され，中央政府が支配を進めるにつれて，すべてにわたっても

っとも大きな変化が起こった。クランの長とクランマンとの聞に長期にわ

たって成立してきた関係は，完全に変質した。領主によって小作人(tenantry)

やクロフターにかけられる圧力が増加するにともない社会情勢は悪化しは

じめた。その領主は， 自分たちの所有するものに対して国王に支払うため

のより多くのお金を必要とするようになっていたのである。

小自作農地やクロフトの地代は高騰し，その結果としてクロフターたち

はたちまち借金を抱えるようなった。土地所有者は ボーダーミノレ(Border

Mills)に羊毛を供給する生業をもっ南部の羊毛産業者に対する土地の賃貸

に切り替えた。チェビオット (ChevIot)の羊とその羊飼いたちは，大勢で
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ハイランドに到達し始めた。彼らは，賃借入 (tenant)やクロフターを追い

払うことになり， 自分たちの土地から離れることを拒むものたちは，カづ

くで，立ち退かせることになった。彼らは土地保有(tenure)に関する保証

は何も持っていなかった。悪名高いハイランド清掃が始まったのである。

自分たちの生まれた地にとどまることを強く欲した人たちは，彼らが漁業

によって何とか生き延びようと試みた海岸沿いの小きな土地に強引に追い

やられた。

ここまで悲運を辿ったクロフターに関する資料，文献を組解いてきたが，

赤いワゴン車の私たちの一行は，さらにフィールド・トリップを続けた。

アウター・へブリデス諸島のいくつかの港へのフェリーが出ている要所Uig

の町を幾度も往ったり来たりしながら，さらに北上し続け 16時 30分頃，

Kirmuirにある SkyeMuseum of Island Lifeに到着した。このミュージ

アムは， クロフターの住居をそのまま用いたような全部で六棟の草葺屋根

の建物からなる。マーチンさんにその屋根材の草は何かを質問すると，小

麦藁のはずだという。ただし，それが正しいかどうかはわからない。なぜ

なら， SkyeMuseum(刊行年不明)内の案内板には，屋根材は commonrush

ないしは地元産のアシ Oocally-grownreeds)だと書いであるからであ

る。 Commonrushとは，イグサ(トウシンソウ)であり，建・龍などを作

る材料として知られる。ありていな博物館とは違い，六棟内にはクロフタ

ーの生活の様子がそっくりそのまま再現されていた。使用していた日常生

活品，ごくごくプライベートの写真などが展示されていた。素朴なミュー

ジアムであるが，ハイランド清掃が， クロフターに与えた影響のすさまじ

さを知るに十分な展示の数々だった。その後， ミュージアムから程なくは

なれたところにある FloraMacDonaldらの墓地を訪ねた。この地にゆかり

の深い彼女のことについての詳細は，後に別記する。

私たちがマーチンさんに案内してもらおっと期待していたクロフターに
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関する主だった場所はほぽ全てこの時点で訪れたことになる。この時点で

もう時計は 17時半すぎを指していた。このあと，私たちは，宿泊地である

ポートリーの B&Bベンリーまでまっすれこ帰るものと d思ったのは大間違

いであった。私たちは 70歳過ぎの齢と恩われるマーチンさんの猛烈なパワ

ーに圧倒されることになる。ポートリーまでの帰路でマーチンさんお勧め

のスカイ島の名所に私たちはつぎつぎと案内されたのであった。まず， Bornes-

ketaigにつづき，かなりの標高をずんずん車でお上ってゆき，起伏に富んだ

壮大な地形をもっ Kilmaluagへ。そこですこしばかり山面を登り歩きなが

ら，湿地(bog)の感触を知る。それに続き， Flodigarry County House Hotel 

に案内される。空腹ならば，夕食をそのホテルのレストランで食べたらど

うか， というマーチンさんの提案であった。しかし，私たちはポートリー

にもどってからと考えていたので、断った。そのホテルには，別棟があって

Flodigarry Cottageというらしい。マーチンさんによると，フローラ・マ

クドナルドが夫とともに住んで、いたことがあるのがそのコテージで，今は

ホテルの一部となっており，泊まりたければ宿泊可能であるという。その

コテージについては，後に改めてふれる。

海岸線では牛が放牧されている StaffinBayにも立ち寄った。そこから

まもなくしてスカイ島で屈指の名所となっている岸壁から海に落ちる滝 Kilt

Rockに圧倒された。この地形も火山活動の結果できたものであるらしい。

この時にすでに時計は 20時35分を回っていた。ひた走りに走って， 21時

20分ポートリーへ帰還した。マーチンさんに請求額の 80ポンドを支払い，

10ポンドをチップとして渡す。お土産として甘いチョコレートクッキ一二

箱を各自がいただく。

2.7 ジャコバイトの乱とフローラ・マクドナルドについて

ところで，なぜフローラ・マクドナルドがいまもハイランドの人々の聞

でこれほどまでに親しまれているのであろうか。この点は，スコットラン
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ド滞在中には詳しく分からなかったので，後日文献で調べてみた。その結

果分かったのは次のようなことである。

フローラの理解のためには，ジャコバイトの乱にふれることが不可欠で

ある。「グレンコーの虐殺」に関係して先述した名誉革命の後，初めはフラ

ンスへ，そしてその後はイタリアに亡命していたスチュアート朝のジェー

ムズ7世(イングランド王としてはジェームズ2世として在位， 1685-1688) 

と彼の子孫を支持した人々のことをジャコバイトという。これは彼のラテ

ン語名がJacobusであったことに由来する。そして，スチュワート朝の復

興を願う人々の政治運動をジャコバイト運動といい，それは 1688年から 1745

年まで続いた。

この運動は，特にスコットランドとウエールズで強力であり，そこでは，

運動の性格は主としてスチュワート朝の正統性を主張するものであった。

アイルランドでも強力だったが，そこでは主として宗教的なものであった。

そこでのローマ・カトリック教徒は，歴史の経緯からして当然ジャコバイ

トであった。

ジャコバイトの乱は，そうしたジャコバイト運動の中で発生した蜂起の

ことである。その原因は一つではなく，スコットランドの場合，ハイラン

ドとローランドの歴史的対立やカトリックと長老派教会の対立，ハノーヴ

ァ一朝への不満などさまざまな原因があった。キレーン (2002)がこの反

乱への参加者の心情について述べているが，それによると，ある者は，単

純に合法的な王権の尊厳を信じる正統主義者であり，ある者は， ドイツ系

の王家よりもスコットランド出身の王家を重んじたナショナリストであり，

またある者は，長老派教会との執t幼な札機に苦しんだノ¥イランドのカトリ

ック教徒，あるいはマリの主教主義者。「彼らはロンドンに抵抗しただけで

なく，エディンパラの新体制に対しても等しくて抵抗したJ(同上， 153 

頁)。

1718年，ハノーヴァ一家のジョージ 1世 (1660-1727，在位 1714-1727)
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が戴冠した。しかし，彼は英語もろくに話せず，多くの時期をドイツのハ

ノーヴトァーで過ごしたという。そういう人物がスコットランドの王である

とすれば，人々の聞に強い不満が渦巻いたとしても不思議で、はない。正確

にいうと，名誉革命(1688-1689)以後の 60年間に蜂起が5回あった。 1690

年， 1708年， 1715年， 1719年(スペインの支援を受けたスコットランドの

ハイランドでの蜂起)，そして最後の 5回目が 1745年のものである。

その背景としては， 1743年に英仏間に戦争が勃発したことがあった。当

時フランスには，先述のジェームズ 7世(イングランド王ジェームズ2世)

の孫にあたるチャーリがいた。彼は，正式にはチャールズ・エドワード・

ルイス・フィリップ・カシミア王子 (1720-1788) といい，通称ではボニ・

プリンス・チャーりであった。彼は，イングランドとフランスの聞の戦争

を見て，スコットランド王位を狙うチャンス到来と考えた。フランス側は，

彼を支援すると約束していた。この支援はいざとなると得られなかったの

であるが，チャーリは，ハイランドの氏族たちが支援してくれるはずで、あ

ると判断し， 1745年，先ずはアウター・へブリデス諸島のうちのエリスケ

イ島 (Isleof Eriskay)に上陸した。それはサウス・ユイスト島からエリ

スケイ海峡 (Soundof Eriskay)を挟んだすぐ南の島である。小さな島だ

が，その南西にはそれよりやや大きいパラ (Barra)島がある。彼は，その

エリスケイ島を出発点として軍を編成し，スコットランド本土に向かった。

1745年の状況は，客観的にはジャコバイト側にとって展望のないもので

あった。蜂起したハイランド人の数は， 1715年の時より少なかった。ロー

ランドの人々は，これに無関心か，あるいは敵対心をいだくかのどちらか

であった。しかし，若くハンサムな王子の魅力と，イングランド政府軍が

当時は大陸で、戦っていて，グレート・ブリテン島にいなかったことが蜂起

を相対的に大きく見せた。数週間だけではあったが，チャーリはスコット

ランドの王者であり， 9月21日のプレストンパンズ(Prestonpans)の戦い

の勝者であった。彼は南に進撃し， 12月4日にはイングランドのダービー
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にまで攻め入札翌 1746年の 1月17日には，キルカーク (Kilkirk)での

戦いに勝利を収めてからハイランドに退却した。

しかし，同年 4月16日，カンパーランド侯爵 (Dukeof Cumberland) 

のオーガスタ (WilliamAugustus)がインヴァネス近郊のカロドン (Culloden)

でジャコバイトを職滅した。反乱者のうち約 80人が直ちに処刑され，多く

が追跡を受けて殺されたり，あるいは逃亡したりした。チャーリは数ヶ月

にわたって政府の執劫な追跡を受けた。彼の首には 3万ポンドの賞金がか

けられた (Britannica: Micropaedia， 1994， pp. 464)。

そこで歴史の舞台に登場してくるのがフローラ・マクドナルドである。

彼女は， 1722年，アウター・へブリデス諸島中のサウス・ユイスト (South 

Oist)島のミルトンに誕生した。父のマクドナルド (RanaldMacdnald) 

は， ミルトンの tacksmanないしは自作農であった。彼女は，エディンパ

ラで教育を受けた。

ところで，フローラが兄弟を訪ねて，生まれ故郷のサウス・ユイスト島

に遊びに来ていた際に，へブリデス諸島中を逃げ回っていたチャーリがそ

の島に逃げて来たのである。島の人々は，それが逃亡中のチャーリである

ことを知った。その中にはジャコバイトもいたかもしれない。そうであれ

ば，自分たちが希望の星を仰いでいた彼を何とか安全なところに逃がして

あげたいと思ったことであろう。もう一方で、，スチュアート朝の再興など

ありえないと考えた人々もいたであろう。もし彼がサウス・ユイスト島で

捕まることになれば，イングランド軍は，島民が彼をかくまっていたとし

て，島民全体に残酷な仕打ちをする可能性が大いにある。同じ捕まるので

あれば，サウス・ユイスト島以外のところで捕まってほしい。そういう醒

めた判断があったようである。しかし，そのためにはどこへ彼を送り出す

のがよいのか，またその場所を決めたとしても，誰がその手引きをするの

か。フローラの母が，スカイ島のアーマデイル (Armadale)に住んでい

た。フローラはまだ若いにも関わらず，サウス・ユイスト島生まれの女性
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として最もしっかりした人物であることを皆が知っていた。そこで島の有

力者が彼女に白羽の矢を立て，彼女の手引きでスカイ島にチャーリを送り

込む計画を立てた。フローラは，その計画を聞いて，初めは臆踏したらし

いが，やがて説得させられたという。

その計画とは，“若いハイランドの淑女"が，身の回りの世話をやくアイ

ルランド人のメイドを雇い，スカイ島に住む母を訪ねる航海に出る， とい

うふれこみでチャーリをサウス・ユイスト島から逃がし，スカイ島で圏外

に出るチャンスを探る， といつものであった。このためチャーリを女装さ

せ，ベティ・パーク (BettyBerke) という女であることにした。そして，

マクイ一トン (Neil MacEaton) という人物が付き添い，フローラと「ベ

ティ Jを乗せた船を 8人の乗組員が操る体勢が整い，イングランド人から

スカイ島に渡る許可を得た。こうして一行は，スカイ島を目指した。

スカイ島東部への上陸は， 6月29日(日曜日)の午後遅くであった。上

陸地点は，地名としては Allta' Chuainというところで， MacDonald (2000) 

の地図によれば，今日で、は「チャールズ、王子の洞窟J(Prince Charles's Cave) 

と呼ばれる洞窟のある海岸である。別の地図では，そこは「王子のポイン

トJ(Prince's Point) とも記されている。ポートリーの東北東の海岸であ

る (MacDonald，2000， pp.49)。

上陸すると，チャーリは，女装のまま，その洞窟に身を潜めることにし，

フローラは，マンクスタット・ハウス (MonkstadtHouse)に向かった。

そこは彼女の叔母(ないし伯母)であるマ-7ゲレットが隠れ家に使ってよ

いといっていたところであった。そのマ一方、レットは，アレクサンダー・

マクドナルド卿 (SirAlexander MacDonald)の妻であった。その日彼自

身は家にいなかったが，彼の土地差配人であるキンクゃズ、パラのマクドナル

ドがそこにいた。ちなみにフローラが後に結婚する相手は，このキングズ

パラのマクドナルドの息子である。彼は，上陸地点に向かい，チャーリに

食料と飲み物を届けた。そうしている聞にフローラはどうしたかというと，
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「ハイランドの若い淑女jとして振る舞い， Monkstadtで宿営していたイン

グランド軍の何人かと食事をしていた。これは，彼らがチャーリの行方に

関心を向け続けるのをそらすための演技であった。

夜が更けるとキングズ、パラのマクドナルドは，チャーリに対し，自分に

従って夜を徹してキングズパラに行くことを提案した。それはマンクスタ

ット・ハウスから約 20キロ(約 12マイル)のところであったが，チャー

リとしては，それが安全策なら反対する理由はなかった。こうして二人は，

夜中中歩き続けて翌朝早くにキングズノ〈ラに着いた。チャーリは女装のま

まであった。他方フローラは，先述のマクイ一トンに伴われて，別の道を

通ってキングズパラに着き，そこでチャーリと合流し，そこに一泊した。

その翌日，フローラ，チャーリ，キングズ、パラのマクドナルドはキングズ

パラを去り，ポートリーに着いた。その翌日にフローラとチャーリはそこ

で別れ，以後二人が会うことはなかった (MacDonald，2000， p. 50)。別れ

の場所は， MacN ab's Innであり，今もその建物は RoyalHotelとして存

在している。

フローラと別れたチャーリは， 1746年 9月19日，フランスの船に拾わ

れ，無事フランスへ逃げることに成功した。その一方，イングランド側は

間もなくフローラが何をしたかを知るに至った。そして彼女を逮捕し，初

めは夕、、ンスタフナージ城 (DunstaffnageCastle)に収監した。その後間も

なく，そこからロンドン塔に移された。しかし， 1747年に 1745年蜂起の参

加者に対する恩赦があり，これに伴い同年 7月，フローラは釈放された。

ロンドンの淑女たちは彼女の身の上に同情し，当時としてはかなりの大金

である 1，500ポンドの醸金を行い，彼女に与えた。彼女は，それを持って

エディンパラに帰り， しばらくは仮名でそこに住んだ。意外に早く釈放さ

れたこと，大金を持っていたこと，により，何か不正な方法でそうしたの

ではないかという人々の猫疑心があった模様である。そのあと，母の元へ

移り住み，その 3年後，彼女はキングズ、パラのアラン・マクドナルドと結
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婚した。

1751年の春，二人はフロディギャリー(Flodigarry)に移って， Flodigarry 

Cottageに3年間住んだ。現在そこは，前述の FlodigarryCounty House 

Hotelの一部となっている。 7人の子供のうち， 5人はそこで生まれてい

る。 1759年，一家はアランの父の土地であるキングズパラに移る。

しかし，そこでの生活は苦しし 1774年，彼らは北米大陸東部のノース・

カロライナ(現在の米国ノース・カロライナ州)に移住した。そこは，ハ

イランドからの移民の多いところであった。ケープ・フィア (CapeFear) 

に着き，その後，ファイエットヴイル (Fayetteville)の町の近くに居を構

えた (Website: N orth Carolina)。独立戦争に際してアランは英国側とし

て戦闘に参加し，捕虜になった。そしてカナダのノウゃア・スコシア送りに

なった。このためフローラは，生活の目途が立たなくなり， 1780年 8月，

単独で、スコットランドにもどった。アランは後に解放され，スコットラン

ドに帰り，フローラと合流できた。

フローラは，スカイ島の KingsburghHouseに近い Penduinにて， 1790 

年 3月5日病死した。しかし，人々は彼女を忘れていなかった。葬儀には，

ハイランドでかつて見られたうち最大の数といわれる 3，000人が集まった

とされる。アランも同年9月に死去した (MacDonald，2000， pp.47-

50)。

マーチンさんの案内で私たちが訪ねた KulmuirGra veyardのフローラの

墓石は，ケルト十字である。

以上を手短にまとめると，血筋からいえばスコットランド王となる正統

性を有するチャーリであったが，名誉草命以後のスコットランドとイング

ランドの政治事情は，彼に味方することはなかった。しかし，ジャコバイ

トの乱として最後のものとなった 1745年の蜂起が無残な失敗に終った後，

チャーリは捕らえられて処刑されるとか，終身刑に処せられるとかしたわ

けではなしあるいはイングランド軍の前に剣を抜いて立ち向かつて殺さ
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れたわけでもなかった。彼より 2歳若い女性，すなわちフローラの命がけ

といってよい逃亡補助行動によってフランスに逃げることに成功した。だ

が，そこで、再起を図ったわけで、もなく， 43年間をほとんど無為のうちに過

ごし，アルコール中毒になって死んだのである。これに対しフローラは，

ロンドン塔への収監という苦難に見舞われ，やがて釈放されて普通の結婚

をするものの，夫との生活は経済的に楽なものではなく，一時期北米大陸

への移住を余儀なくされた。それでも五人の子の母として毅然と生き抜き，

スカイ島に帰り，そこで 68年の生涯を終えた。これら二人の人物の人生は

あまりにも対照的であり，ジャコバイトの乱が語られるとき，多くのスコ

ットランド人が，一連の蜂起に直接には何の関係もなかったフローラ・マ

クドナルドを， Iハイランドに咲いた花」として今も思い起こすのである。

3， ロンドンのオープンスペース

3. 1 スカイ島からロンドンへ

スカイ島の調査を終え， 8月7日，朝 9時 15分ポートリー発のパスに乗

り，インヴァネス経由で、ロンドンに戻る。パス料金は一人 12ポンド。イン

ウ、、ァネスに向かう中，穆蒼とした森林地帯を抜けてネス湖 (LochNess) 

へ出る。この辺りの森林は広葉樹中心となるが，マツ科やモミ・ツガ系ら

しい針葉樹もある。スカイ島で見たのとは全く異なる景観で，やや日本の

山間部に似た印象を受ける。ネス湖は，グレート・グレン断層という長大

な断層の一部であり，その断層湖周囲の景観が美しいのと，幻の怪獣「ネ

ッシー」の話とで，左岸一帯が一大観光地になっている。

インヴァネスには午後過ぎに着き，先ずはパスターミナルに荷物を預け

る。一個につき 3ポンドとかなり高価。インヴァネス市内を散策し，ネス

川を渡り，パブ (PublicBar)で一休みした後，空港へと向かう。理由は

未だにはっきりしないが，約 2時間出発が遅れて， 19時20分，ようやくイ
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地図 3:訪問したロンドンおよびイングランド南部のコモン等の位置

と管理主体
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ンヴァネス空港を離陸した。そのあとは問題なくか、トウィック空港に着陸

し，そこからは空港特急GatwickExpressて二ノンストップでヴィクトリ

ア駅まで向かった。ヴィクトリア駅からは歩いて， 日本で既にネット予約

していた CarltonHotelをめざ、す。そこの 214室に泊まったが，清潔で、は

あるがなんとも窮屈な部屋だった。

翌8日は陽射しのきつい日であった。この日から私たちは，ロンドンの

オープンスペースをできるだけ多く見ょうと意気込んでいた。オープンス

ペースとは，一言で言うと11965年入会地登録法J(The Commons Registra-

tion Act 1965)に基づく入会権者(コモナー)を含む公衆がアクセスでき

るレクレーションやアメニティの場を指す。すなわち，土地所有権とは関

係のない地表の使用権に限定された空間のことである。当然，入会権者と

公衆ではアクセスできる範囲に違いは生じる。ロンドンでのオープンスペ
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ースは，緑の多い開放空間て三都市公園の色彩が濃く出ているものが多い。

10時過ぎにホテルを離れ，私たちはチューブに乗り込むためヴィクトリ

ア駅まで徒歩で向かった。その途中，大通り沿いにみごとな高木の生い茂

る私設の緑地庭園が2ヶ所もあった。一つは WarwickSquare，もう一つ

はEcc1estonSquareである。いずれも高い鉄柵で囲まれており，利用権者

のみにゲートの合鍵が渡される仕組みである。このようなクローズドな緑

地庭園はロンドンの至る所にあるようだ。

ヴィクトリア駅に到着後，エリア 4までの範囲までなら 1日乗り放題と

いうチューブ (Tube)のチケット(一人 4.8ポンド)を購入し，最初のオ

ープンスペースのコモンの見学に向かう。それは，ノーザン (Northern)

線の Highgate駅すぐ側にあるハイゲート・ウッド (HighgateW ood)で

ある。

3.2 ハイゲート・ウッドおよびハムステッド・ヒース

ハイゲート・ウッドは，ロンドン北部の丘陵地帯に位置し，面積は約 28

ヘクタール。自治法人ロンドン (Corporationof London)が管理してい

る。 Hornbeamcoppiceが特徴とパンフレットにあるが， hornbeamとは

シデのことである。 1886年， the Ecc1esiastical Commissionersによって

自治法人ロンドンに移管されている。ハイゲート・ウッドの中を歩いてい

ると，このオープンスペースの一つの特徴とされるコピス・フォレスト・

ゾーンに入る。ブナ科ナラ属 (Quercus)のオーク (Quercusrobur)の木

が実に見事にはえていた。そこには，コピス方式，木の根本から伐採する

方式，で伐られた樹木の切り株から，萌芽更新をする木々を見ることがで

きる。このハイゲート・ウッドでは，ごくわずかなエリアにおいて自然の

再生産を促すために柵で囲い込みがされている。烏の群れが，近年，その

種類においても数においても急増してきており，狐やリス，それに 5種類

の煽蝿， 180種類の蛾， 12種類の蝶々， 80種にのぼる蜘妹などと同じく，
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写真 5:ハイゲート・ウッドのコピス式による萌芽更新(撮影:泉留維)

写真 6:ケンウッド内の昼の風景(撮影:泉留維)

70種類の鳥が観察・記録されている (Website:Highgate Wood)。森の

中を散策した後，ハイゲート・ウッドの中心のフットボールやクリケット

ができる広場横の WildlifeInformation Hutに到着。木造の資料小屋であ

り，地元の環境教育的な色彩を放っている展示の仕様である。
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一通りハイゲート・ウッド内を見てから，そのままずっと歩いて次のオ

ープンスペースであるケンウッド (Kenwood) ならびにハムステッド・ヒ

ース (HampsteadHeath)へ向かう。それにしても，草地で日光浴する

人，はぽ上半身は裸状態の人たちの数が実に多い。その一方で、，直射日光

を避けて木陰の草地を選んでいる人の数も多い。

ケンウッドはケンウッド・ハウスとして知られ，草地と森と湖に固まれ

た邸宅のあるオープンスペースである。その前身としてのケンウッド・ハ

ウスは， 1754年から 1922年にかけてマンスフィールド家のものであり，同

家の人々が実際ずっとそこに住んでいた。しかし 1920年代に入ると，同家

はそのエステートを従来の庭園とは異なる形の開発対象にしようとした。

そのことを知り，従来のままそこを庭園として維持できないかと考えるよ

うになった人々がいた。その一人が，初代 Iveagh伯としてのギネス (Edward

Cecil Guiness， 1847-1927)である。ギネス醸造会社の創立者の孫であり，

アイルランドの夕、、プリン生まれの彼は， 1925年，ケンウッド・ハウスとそ

の周囲の約 30ヘクタールを買い取り，邸宅を改装した。そして，それまで

長年にわたって自ら収集してきた西洋名画の数々をそこに収納した。その

コレクションは，今日では TheIveagh Bequestと呼ばれる (Weinreb，

1983)。

ギネス自身は 1927年に亡くなるが，遺言により，邸宅地と絵画のコレク

ション全体が国民全体のための信託財産になった。その後の変遷について

の詳細は略すが，いったん大ロンドン市 (TheGreater London Council ; 

GLC)の管理下に入り，今では「イングランド遺産協会J(English Heritage) 

という団体がケンウッド・ハウスならぴに The1 veagh Bequestの全体を

管理している (Website: Kenwood House) 0 ハムステッド・ヒースと境

界なしにつながっているので，ケンウッドもハムステッド・ヒースの一部

と見なす場合もある。

建造物としてみる場合のケンウッド・ハウスについていえば，その一部
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は，今では The1 veagh Bequestを展示する美術館になっており，世界中

から絵画ファンが訪ねてくる所になっている。私たちは，そこでフェルメ

ールを観ることができた。「ギター奏者J(The Guitar Player)と題された

ものである。 115，6年前に盗難にあったといういわくつきの作品であるJ

と館員がフェルメール・ファンらしき女性に説明している。正確には 1974

年に盗難にあったものである。後にロンドン市内のある墓地に置き去りに

されているのが見つかり，ケンウッド・ハウスに無事もどった。杖らしき

ものを持つレンプラントの晩年期の自画像があるかと思えば，グァルディ，

ブーシェなどもある。ターナーも一点展示されていた。とにかくすばらし

い作品群であるが，入場料は無料である。

そのあとで私たちはハムステッド・ヒースを歩いた。ハムステッド・ヒ

ースは，大ロンドン市内にあり，その面積はカ・ムデン (Camden)区に属す

る部分約275ヘクタールとパーネット (Barnet)区に属する部分約 45ヘク

タールを合わせて約 320ヘクタールである。この総面積には，先述の「イ

ングランド遺産協会Jが管理しているケンウッドの約 45ヘクタール分も含

まれている。現在，このケンウッドを除いた部分が自治法人ロンドンの管

理下にある (Website: Hampstead Heath)。しかし， もともとは 1871年

から 1906年にかけて制定された様々な議会法の下，大ロンドン市 (GLC)

によって取得，管理されていたもので， 1986年にサッチャ一政権下で、GLC

が廃止となり，その影響で1989年より自治法人ロンドンの管理下に移って

いる。

ハムステッド・ヒースは，ハイゲート・ウッドよりもロンドン中心部か

ら近く，わずかに 6キロ程度しか離れていない。そのような近郊に膨大な

緑地ならびに林地があるのだ。 25の主たる池に加え，太古からの林地，湿

地，列状の生垣地帯，そして草地を有している。薪炭用であろうポラード

(Pollard)式といわれる大人の背丈ほどの高きで伐られた広葉樹もあちこち

で見られる。数百万人もの人がふれることができる身近な自然であるため，
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私たちが行ったときも木の数と同じぐらい人がいたと言っても過言ではな

い。かなり濁っているが，池て、、泳ぐ人もけっこういる。一番見晴らしが良

く，ロンドンの中心を眺めることができ，ジョン・コンスタブルも描いた

パーラメント・ヒル (ParliamentHi1l)では，凧揚げを楽しむ人々がかな

りの数でいた。子供より大人のほうが真剣に揚げている。一年を通じて様々

な催し物があり，ジャズ・コンサート，釣り教室，ファン・フェアー，定

期ウォーキングや自然体験教室等が開催されている (Website: Hampstead 

Heath)。

3.3 自治法人ロンドンとオープンスペース

ハイゲート・ウッドもハムステッド・ヒースも，それを保有し，第一義

的に管理する責任を負っているのは自治法人ロンドンである。もちろん，

例えばハムステッド・ヒースの場合，ヒースの管理委員会と諮問委員会に

代表される地域諸組織と密接に協働はしている。ところでこの自治法人ロ

ンドンとはいったいどういう組織なのか。一地方行政組織ではあるが，非

常に特徴的な組織でもある。

現在の首都ロンドンには，東京 23区に該当するものとして自治法人ロン

ドン(ザ・シティ)と 32のロンドン・パラ (GreaterLondon Borough) 

からなる大ロンドン市 (GreaterLondon Authority ; GLA)があるが，こ

の2つを包括する自治組織，例えば東京都に相当するような組織体は存在

していない。この自治法人ロンドンと各パラが，オープンスペース化した

コモンをそれぞれ所有・管理し，都市住民に憩いの場として提供している。

パラが管理するオープンスペースについては，後ほど取り上げるとして，

まず自治法人ロンドンのオープンスペースについて取り上げる。だが，そ

の前に自治法人ロンドンについて紹介しておしそれは日本にはない制度

を持つ独特の自治組織であるからである。

自治法人ロンドン (Corporationof London)は，地方行政サービスを
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イギリスの金融と商業の中心であるロンドン・シティ(ザ・シティ;City of 

London)に提供している機関である。ザ・シティは，テムズ}ll(River Thames) 

の北岸の面積 2.5平方キロほどの半月状の町であり，住民は一万人にも満

たないが，昼間の人口は 30万人を超える世界に名だたる金融，経済の中心

都市である。この自治体が提供するサービス自体は，基本的には他の地方

自治体とそれほど異なるわけではない。通常の地方行政サービスである住

宅，ゴミ収集，教育，社会サービス，保健衛生，都市計画などがあげられ

るが，いくつか特別なサービスも提供している。例えば独自の自治警察，

刑事裁判所を運営している。さらに，自治法人ロンドンは，自らの領域(ザ・

シティ)外でもサービスの提供を行っている。その一つが，エッピング・

フォレストやハムステッド・ヒースといったオープンスペースである。

自治法人ロンドンは，イギリス議会よりも歴史は古く，中世以来の組織

であり，イングランドでもっとも古い地方政府である。そもそも自治法人

ロンドンは，へンリー l世(在位 1100-35)治下の 12世紀初めにいくつか

の区に分けられ治安判事 (sheriff)の管轄区となり(平凡社大百科事典電

子版)，ジョン欠地王(在位 1199-1216)の時代に市参事会 (Courtof Alder-

man)や「市長J(Lord Mayor)選出などの制度を整えて自治権を確立し

た頃までさかのぼることができる。ただ他の都市のょっに国王の特許上に

よる法人ではなし慣例的権利による法人である(下条， 1995， 207頁)。

中世からの組織であることで行政システムには，その名残が未だにある。

「市長」を筆頭に，立法機関であり執行機関である 25の選挙区 (wards)

毎に選挙で選ばれる市会 (Courtof Common Council)の 153名の議員，

そしてそこから選出される 24名の長老議員 (Alderman)による非政党政

治を基盤にしている。「市長」は，長老議員と現「市長jによる参事会(Court

of Alderman)で選出される。この都市を管理しているのは，公選制によ

る住民代表ではなく，中世以来存在する同業者(職業ギルド)組合 (City

Livery Companies) とザ・シティ内に不動産を所有している選挙登録者の
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代表，つまり「市長」や市会である。ちなみに 2000年に大ロンドン市(GLA)

がイギリス始まって以来といわれる公選制の市長選挙を実施したことは有

名であるが，自治法人ロンドンの「市長」は名誉職に近いが 1192年以来，

地域の市民代表として長老議員の中から選出され続けてきている (Website:

Lord Mayor)。

自治法人ロンドンは，同じ首都ロンドンの自治体ではあるが，ロンドン・

パラとは大きく異なった行政機能を持っている。歴史的な遠因もさること

ながら，住宅都市ではなく，ロンドン内外から人が集まる金融機関，商社，

海運会社を中心とした都市となっていることも影響し，その差異が生じた

と考えられる。それは先述の独自の警察を保有していることもあるが，①

行政組織及ぴその運営は自己の意思で修正・変更しうる，②自主財源(city's

cash) を使用して独自の事業活動が可能である。不動産や有価証券を多数

所有しており，他にも学校や公営市場，そしてオープンスペースの公園を

保有しているということである。ロンドン・パラも，オープンスペース化

した都市公園を保有はしているが，その整備具合は一目瞭然なほど差があ

る。

現在，自治法人ロンドンは，大きく分けて 8ヶ所のオープンスペースを

保有，管理しているが，そもそも自治法人ロンドンがこのようなことを行

うようになったのは歴史的な要因が深く関係している。その詳細について

は，平松紘『イギリス環境法の基礎研究』に譲るとして，ここでは簡潔に

近代以降の流れを押さえておく。

都市部におけるコモンズのオープンスペース化による都市公園形成は，

後述のウィンブルドン・コモンがその先達であるが，その流れを法的に決

定づけたのは 11866年首都圏入会地法J(the Metropolitan Common Act 

of 1866)であろう。この法律では，首都圏警察区域内のコモンズの固い込

みを全面的に禁止し，市民のレクレーションとスポーツの場としてのオー

プンスペースにすることを定めた。さらに 1878年の「改正首都圏入会地法」
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により，入会権が付随する保有財産の買収権限を自治法人ロンドンに与え，

周年の「ロンドン・オープンスペース法J(the Corporation of London Open 

表-1 自治法人ロンドンが管理するオープンスペースについて

法人ロン 03年度
スポーツ

ドンの管 純支出 規模
担当職員7) 競技場の|その他

理下に入 (万 (ha) 

った年 ポンド)
有無

Hampstead Heath 1989 500.8 274 127 。 乗馬

Epping Forest 1878 420.9 3，188 98 。乗馬・放牧

West Ham Park 1874 84.4 36 26 。トリムト

レール

Queen's Park 1886 70.6 I 12 I 11 。|トリム卜

レール

オリエン

Burnham Beeches 1880 69.3 I 218 I 10 × |テーリン

グ・放牧

Ashtead Common 1991 44.7 202 6 × |乗馬・放牧

Highgate Wood 1886 37.9 28 8 。
City gardens 158.7 9 5 

West Wickham & 
I 115.2 I 265 I 14 

Coulsdon Commons 

合計 1，909.414，2291 317 

(出典)Open Spaces Department (2003)， (2004)や自治法人ロンドンのHP等より

筆者作成
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Spaces Act 1878)では自治法人ロンドンから約 40キロ以内のコモンズの

取得権と管理権を自治法人ロンドンに付与することが決まった。この 1878

年法に基づき，近郊の農村部の入会地であったパーンハム・ビーチ(Burnham

Beeches)やエッピング・フォレスト (EppingForest)，そしてファージ

ング・ダウンズ (FarthingDowns) を始めとするクロイドンとボロムリー

ボロの南方にある 7ヶ所のコモン (Farthing Downs ， Coulsdon 

Common ， Kenley Common ， Riddlesdown ， Spring Park ， West 

Wickham Common， N ew Hill)が続々と取得されていった。

自治法人ロンドンのオープンスペースに関する年次報告書(2002/2003

年)の冒頭には，チェアマン達のコメントが載っているのだが，そこには

「自治法人ロンドンは， 100年以上に渡ってロンドン内外のオープンスペー

スを保全する義務を担ってきており，近年では 1989年にハムステッド・ヒ

ース，さらに 2003年にはファージング・ダウンズの側にあるニューヒルの

管理を受け持つようになっているJとあり，オープンスペースを保全する

ことに誇りを持ち，さらに今でも都市住民へのサービスを拡張するために

新たに取得し続けていることが伺える。

3.4 広大なオープンスペースであるニューフオレスト

ロンドン中心部のオープンスペースを見た翌日 9日は，イングランド南

部のコモン，ニューフォレスト (NewForest)を目指した。ヴィクトリア

駅からウォータールー駅にチューブで移動し， 12時 30分発のウェイマス

(Weymouth)行きに乗車。ナショナル・レイルの Brockenhurst駅には 13

時 59分着であった。たまたま途中停車駅の最も少ない列車に乗ったが，多

く停まるものだと約 2時間はかかる。私たちの乗った列車の停車駅は，

Working， Winchester， Southampton Airport， Southampton Centralであ

った。

私たちは，駅を降りてから北に向かつて歩く。リンドハースト (Lyndhurst)
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の町にニューフォレストのインフォメーション・センターのあることが地

図でわかったので，そこを目指すことにしたのである。地図上の直線距離

でおよそ 4キロである。交通量のきわめて多い道 (A337)て1 しかも天気

は雨。車道から右にそれることにして森の中を歩く。牛とポニーを多数見

かける。 1999年現在の数値として， 2，300頭の牛， 3，400頭のポニー， 70頭

のロパがニューフォレストで放牧されている (Ponting，2002)。彼らは，雨

はあまり気にしていない様子であった。それにしても駅から近い道路沿い

には，一面キャンブサイトとなっていて，キャンプを楽しむ人々の数がき

わめて多いことがわかる。

足下が悪〈濡れてしまったが森の中をかなり歩くことができたのはよか

った。森を見なければ，何のためにニューフォレストに来たのか意味がな

いからである。A337からなるべくつかず離れずに森の中を歩いていたつも

りだが，あとから考えると King'sHat方面へかなり東にそれたらしし途

中で軌道修正した。 ClayhillHeathのところからは，替安蒼とした樹木に覆

われ始め森の中を歩くのが難しそつになったので，道路に出る。歩道が整

備されていないことにぶつぶつ文句をいいながら。英国は， r歩け，歩けJ

で、フットパスの整備については世界ーなのかもしれないが，郊外に行けば

自動車道沿いにはほとんどまともな歩道が存在しない。この点では最近の

日本の方が格段に良い。

リンドハーストのインフォメーション・センターは，雨の日の夕方にも

かかわらず，かなりの人で賑わっていた。センターには付属して，おみや

げ物を売っているのはともかし地元の文献を集めた本屋や資料館があり，

子どもから専門家まで満足してもらえるょっな形になっている。それにし

ても， コモナー (commoner)とは， 日本語でいえば入会権者であるが，そ

うしたコモナーの庁、イドによるニューフォレスト各地のツアーなども組織

されているようである。入会権者という言葉が， 日本だけでなく，今日の

イングランドにもそうして生きているのに感銘を受けた。
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ノルマン・コンクエスト(1066年)を成し遂げたノルマンディ一公ウィ

リアムがシカ狩のために確保したのが今日のニューフォレストの起源であ

る。 15世紀以降，王室の狩猟に対する興味は次第に薄くなり，木材生産を

目的としたフォレストの囲い込みが進んだが， 1877年法により森林オープ

ンスペースとして確立し，現在では面積 67，000ヘクタールという広大なエ

リアが開放されている。森林，ヒース，湿原など生物の多様性に富んでい

るため，憩いの場，レクレーションの場としてロンドンなどの都市住民に

よく利用されている。ただ，旧来からの入会権に基づく近隣住民(コモナ

ー)の暮らしと都市住民の憩いの場としての利用参入の聞に札機が生じて

いる。 1924年以降，ニューフォレストは，国の Forestry Commissi onの管

理下におかれ，森林裁判官 (Verderers)がそのような利害調整にあたって

いる(三俣・室田， 2005)。

ニューフォレストの端，サザンプトンの西の郊外，テスト川河口近くの

右岸では ElingTide Mil1という潮汐水車が現役稼動している。実際に小

麦製粉に使われていることが，インフォメーション・センターのチラシで

わかった。 900年以上昔にニューフォレストの端に建てられ， 18世紀に今

日の形の建物ができ， 1940年代にはいったん放棄されたが， 1975年に修復

がなされ， 1980年に再度稼働し始めた。イギリスで唯一の現役でかつ生産

を行っている潮汐水車である (Website: Eling Tide Mill)。

リンドハーストの町では， Brockenhurst駅に向かっためのバス停探しに

随分時間をとってしまった。時刻表では 19時 13分発で駅には 19時 23分

着予定であったのだが，なかなかパスが到着しなかった。 5分遅れくらいで

きたパスは猛スピードで，私たちがとぼとぼと歩いた A337を突っ切り，

さらに Brockenhurstを19時 26分に発車するはずの電車も偶然 5分くらい

遅れての到着だったため，なんとか予定の電車に乗り，ロンドン市街に戻

った。
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3.5 ロンドンエリアの様々なオープンスペース

8月10日は，三人とも別行動をしてそれぞれの見たい場所を見学する日

とした。予定では，三俣がクールドン・コモンなどの郊外にあるコモン数

ヶ所を訪ね，室田はウエールズを一度も訪ねたことがないので， 日帰りで

はあるがとにかくカーディフに行ってくることにし，泉がボストン・コモ

ンの研究に関係するセント・ジェームズ・パーク沿いにある TheMallを

訪ねる， というような具合でそれぞれホテルを出た。結果を先取りして言

うと，室田は， 日帰りでのカーディフ行きは強行軍になり過ぎると後で考

え直し，ロンドンにとどまり，そこでのコモン見学に予定を変え，そのた

めに，三俣とこの日ほぽおなじ場所を別ルートで，違う時間に見ることに

なった。

3 . 5 . 1 London Borough of Wandsworthの管理するワンズワース・コモン

三俣は， 10時47分ヴィクトリア駅発のナショナル・レイルのノーザン

(Northern)線に乗り， London Borough of Wandsworthの管理するコモ

ン2ヶ所のうちまずはワンズワース・コモンを訪ねた。ちょうど 1時間ほ

どあとに，室田はチューブを利用し Balhamを下車してワンズワースに向

かっていた。ワンズワース・コモン駅周辺は，ゴミが散らかり決してきれ

いとはいえない。BolingbrokeGroveという通りと Bellevueroad. Nightin-

galeという通りとの交差点が駅から一番近い。そしてこのあたりから鉄道

線路両側にまたがって，北にワンズワース・コモンは広がっている。Bolingbroke

Groveをそのまま歩いてゆけば，ワンズワース・コモンより一つヴィクト

リア駅寄りのクラッパム・ジヤンクション駅に至る。

雨が降っていたためひとけがなかったものの，次第に雨がやんでくると，

かなりの人がコモンに現れた。特に多いのは，ベビーカーを引く子供連れ

のお母さんの姿である。ロンドンのコモンの特徴として，子供専用のスペ

ースが確保されており，そこには決まって柵が設置されている。コモン全
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体は固い込まれることはないが，コモンの中の子供のための場所だけは，

その安全上，囲い込むのであるという旨の記述がところどころでみえた。

ここワンズワースの場合には，ブランコや遊具だけでなく，子供のための

立派な施設がコモン内にあり，その入り口には，“Bolingbr叫¥.eGrove One 

0' clock Centre For Children under 5 years accompanied by an adult" 

とある。

ワンズワース・コモンは，地域住民からつよい関心をもって管理きれて

いるトゥーティング・コモンと大変よく似た特徴を有しているということ

がウェブサイトに書かれているが，その面積 175ヘクタールのうち 73ヘク

タールが，生態的に，また景観に優れた場所で，テニスやボーリングなど

スポーツをする場所，湖，整然とした小道からなっている。このコモンで

見かけた釣りに関しては，季節によってメンバーシッフ。で、あるそうだ(Website:

Wandsworth Common)。同ウェブサイト情報によると，ワンズワース・

コモンは重要な歴史的コモンであるという。かつてウエストヒースやワン

ズワース・イーストヒースを含む数多くの名称で呼ばれた，広範囲にわた

って存在したコモンの生き残りである。 19世紀までには，ロンドンの発展

にともなって，コモンは鉄道建設で細分化され，また建物の建設ですっか

り侵食されてしまい，その結果， 1794年から 1866年の聞に 53ヶ所が囲い

込まれたそうである。一般的に言って，イングランドにおいては，運河の

開墾(主に 18世紀)，鉄道建設 (19世紀)に際して消滅したコモンが多い

とされる(室田・三俣， 2004， 118頁)。しかし，ワンズワース・コモンも

次のトゥーテイング・コモンともに鉄道建設があったにもかかわらずコモ

ンとして生き延ぴた (Website: Wandsworth Common)。

町のほうにも出ていろいろ見ていたこともあり，午前中をワンズワース

で過ごした三俣がヴィクトリア駅に一旦引き返したのは， 13時7分の電車

であった。ここから，お目当てだった郊外のコモンの一つであるクールド

ン・コモンに向かおうとしたが，切符を買う自動販売機がどれも故障中で
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あり，券販所で長蛇の列を並んでお購入する必要があったため，急、遠，予定

を変更した。残り時間をロンドンのコモンの見学に当てることにした。そ

う決めてクラッパム・コモンへと急いだ。

3 . 5 . 2 London Borough of Lambethの管理するクラッパ.ム・コモン

チューフゃのノーザン線にのり， Clapham common駅で下車。コモンの入

り口付近にある標識には，バンドスタンド，カフェ，子供たちの遊び場，

首輪無しで放せる犬のエリア，池，テニスコートなど同コモンのサービス

内容 17項目が書かれており， London Borough of Lambethとも書かれて

いる。すなわち，ランベス (Lambeth)区の所有・管理下にあるコモンで

ある。ただし帰国後の調べによると， 1965年までは，このクラッパム・コ

モンはワンズワースボロ内にその全域があったらしい。まず， Clapham common 

long roadをはさんで広がる同コモンの北(地図 3では小さい三角の形)に

ある CockpondとTheParish Church of Holy Trinity Clapham Com-

monを見る。日差しが出てきて汗ばむ陽気となった。池ではロンドン育ち

の子供たちが足をつけている。大人も混じっている。木陰で休んでいる人

の姿も多い。ぱっと見ただけの印象でもかなりの大木がある。調べてみる

と，やはり，コモンでは全体として年老いた木々が多いということである。

それに加え， ドイツニレ病や強風による損傷がひどくかなりの木々が植え

かえられているそうである。

コモン内の教会や池の様子を見ながら，今度は通りを渡ってコモンの南

側の部分を見ることにした。すると直ぐにスケートボードを楽しむ若者た

ちの声が聞こえてきた。ネットボールコートの横の小さな空きスペースに，

山型上の台を置いてその高低を滑って楽しんでいる。そのネットボールコ

ートのフェンスには“PermitHolders Only"とかかれている。基本的に万

人に聞かれたコモン内にもアクセス権を持つものに限定された場所がある。

バンドスタンドのあるコモンの中心部を目指して歩くにつれ，人の数が
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次第に増えてきた。特にベビーカーを押して歩く，若い奥様方の姿がとて

も多い。遠くには子供が遊んでいる姿が小さく見えている。あれもまた子

供のための場所なのか。とにかくいってみようと思い歩いていると，右手

にバンドスタンドが見え出した。同コモンにあるバンドスタンドは，楽器

の演奏などを催すための建物といったふうで，いわば屋根つきの小さな野

外音楽堂である。そこにあった案内板によると，地元住民や後援者，それ

にクラッパム・コモン管理諮問委員会の協力をえながら，バンドスタンド

を修繕するとともに，その周辺の環境改善の計画を進めているという。ノぐ

ンドスタンドのまん前にあるカフェにはいって小休憩し，先ほど遠目に見

えた子供のための場と思われる方向に歩くことにした。ワンズワース・コ

モン同様やはり，柵の施された子供の場所が設置されており，そのすぐそ

ばには釣りを楽しむ人や鴨にえさを与える親子連れの姿があった。この池

の名は MountPondである。近くにあった掲示板に書かれていた情報によ

れば，“ClaphamAngling Preservation Society"という団体があるようで，

同池での釣りに関しては，例えば最大でも 48時間のこととし，そのあとは

別の人に釣り場を譲らなくてはならないなどといつことが決められている

ようである。

一方，子供のための場所を囲む柵には，“Parentswith Y oung Children 

Only Dogs not Al1owed"とかかれている。なるほど，その中に入って遊ん

でいる人の姿には，子供とまったく関係のなさそうな人の姿は無いし，犬

もいなかった。

3 . 5 . 3 London Borough of Wandsworthの区の管理するトゥーティン

グ・ベック・コモン

クラッパム・コモンを一通り見学し終えたときには，時計はもう 16時を

過ぎていた。あまり遠くへはいけないが，せめてあと一つくらいは見たい

と思い，そこから程なくして到着できる TootingBec Commonへと急い
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だ。チューブの TootingBec駅で下車して駅周辺の様子をビデオ撮影して

いると，ファインダーにカーディフへ向かったはずの室田の姿とそっくり

な人物が映った。驚いて確かめてみると，やはりそれは室田であった。彼

は，ちょうど TootingBec Commonを見終えて戻ってきて，三俣が先ほ

ど訪れたクラッパム・コモンへ向かおうとするところであった。室田に教

えてもらった TootingBec roadをストリーサム (Streatham)のほうに

向かつて歩いていくことにした。同コモンは，面積92ヘクタールを有し，

区のオープンスペースの中では最も広い面積である。 10分ほど歩いたころ

に池が見えてきた。池の周りでは，数人の人が読書をしたり，話をしてい

たりしたがここでは釣り人の姿はなかった。この池のある部分は，地図で

はTootingGraveney Commonとなっている。このコモンは TootingBec 

roadによって分断されている。同コモンを紹介するウェブサイトには， rス
トリーサムにある TootingBec CommonとTootingGraveney Common 

は，かつてミッチノ¥ム一円に広がっていたコモンランドの生き残りである」

(Website: Tooting Common)と紹介されており，かつては一つのコモン

だったことがわかる。更に同ウェブサイトによれば， rロンドンの人口が増

加するにしたがって，土地は，乗馬用に開発され，古いコモンランドの多

くは，この開発の脅威の下に置かれた。それはやがて，最終的には 1866年

の首都圏入会地法の議会通過を見ることにつながるのであるが，それまで

に， トゥーテイングにあったコモンズは，道路や鉄道の建設によって分割

きれていった」という。ここでいう鉄道とは， 1855年に開設した北部の West

End and Crystal Palace line， 1861年に開設された南北を結ぶtheLondon， 

Brighton and South Coast lineで、ある。

Tooting Bec CommonとTootingGraveney Commonを分断するドク

タージョンソン通りをわたると TootingBec Commonとなる。子供がサ

ッカーをしている。すぐにフェンスに固まれたテニスコートが見えてきた。

そのフェンスには， rテニスのフ。レー開始前に，チケット販売書でチケット
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を購入するようにJと書かれている。ここもまたコモン内のリミテッドエ

ントリーの部分である。そこから程なくして池があるがこちらのほうでは

釣り人の姿が見られた。

同コモンで目にとまった興味深いものとして，乗馬道がある。地図には

Horse Rideとなっている。またウェブサイトでは，同コモンの提供するサ

ービスとして，散策道(walks)と並んで， eventsがある。何らかの催しも

のが提供されるのだろうかと，思っていたが，室田の調べによると， eventに

は動詞として ihorsetrailsにおいて馬に乗るJという意味がある。いずれ

にせよ，同コモンでは乗馬が可能で、あることは確かなのだが，それは乗馬

道のみに限るという制限とそれを破った場合には罰則がある。コモン内に

もそのことを厳重に認識させようとする次のような内容の標識が立ってい

fこ。

すべてのコモンの利用者の安全のために，乗馬をするものはコモン内の定

められた乗馬ルートを守るべし。コモン内の定められた場所以外で馬を走

らせることを許した場合，責任者は，条例によって起訴される可能性があ

る。

残念ながら，乗馬を楽しむ人の姿を見ることはできなかったが，それが

可能で、あることだけは理解できた。

3.5.4 ウィンブルドン・コモンとファージング・ダウンズ

三俣，室田とは異なり，泉は，三俣とのアメリカのボストン市にあるボ

ストン・コモンの共著論文の情報収集のため，まずパッキン方、ム宮殿近く

のセント・ジェームズ・パーク (St.J ames's Park)に向かう。宮殿から

Charing Cross駅に向けて，パーク沿いに 4車線の立派な道が通っている。

この宮殿から駅に着く中途にある立派な門アドミラルティ・アーチ(Admiralty
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写真 7:ウィンブルドン・コモン内の不法投棄現場(撮影:泉留維)

Arch)までの道を TheMallという。道路の両側には，ユニオンジャック

が林立し立派な木立が並木となっている。実は事前の文献調査では，ボ

ストン・コモンにも立派な並木道あり，それを TheMalI (ザ・マル)と名

付けており，その名はセント・ジェームズ・パーク沿いのものから名をf背

りたと理解していた (Fisher，2000)。しかしながら，現地ロンドンの The

MaIlの説明文を読むと， 1910年に創設され，その名は有名なフランスの“PaiIle

-MaiIieヘゴルフとクロケットの聞のようスポーツ，からとったとあった。

このスポーツが17世紀頃，セント・ジェームズ・ノマークで“PaIlMall"と

いう名で良〈行われたそうだ。ボストン・コモンの TheMallは， 1735年

には完成しており，上記め記述を信じれば，事前の文献調査はまったく間

違っていたことになる。この当たりの詳細を知るためには，ボストンにfr
き，調べるしかないで、あろう。

泉はこのあと，午後からはウィンプルドン・コモン(WimbledonCommon) 

に向かう。同コモンは，チューフ?のディスト I}クト (District)線の終点で

あるウィンプルドン駅から徒歩で30分強の閑静な住宅地を抜けたととろに
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ある。この地は，テニスの四大大会でももっとも権威のあるウィンブルド

ン・テニス大会が聞かれるところで有名だ。

ウィンブルドン・コモンは，林地とヒースからなり，それにいくつかの

池もあり，面積約 445ヘクタールという広さである。このウィンブルドン・

コモンは，正確に記すと PutneyHeathと地続きになっており，現地の立

て看板には“Wimbledonand Putney Commons"と合わせて紹介されてい

た。部分的には深い森林の趣を呈しており，倒木も時々見かける。深い森

の中にはあちこちに踏み分け道があるほか，乗馬専用の道もある。森の中

を歩いていると，ジョギングをする人と頻繁にすれ違い，犬を連れて散歩

する人もよく見かけた。ただ，慣れない人にとっては，ほとんど案内板や

標識がないため，すぐに道に迷ってしまい，どこにいるかはわからなくな

ってしまう。それもコモン散策の醍醐味といえばその通りであろう。

歴史的に見るとウィンブルドン・コモンの地は，長らく荘園領主が所有

していた。ただ，土地の一部の庭園をのぞき，周辺住民は慣習的にそこを

λ会利用していた。しかしながら，第 5代スペンサー卿(JohnPoyntz Spencer， 

1835-1910， the 5th Earl Spencer)は， 1864年，突然，村役場に住民を集

め，コモンの 3分の 1を売却し，その資金で残りの大部分を公園用地とし

て固い込むという発表した (Website: Wimbledon & Putney Com-

mons)。これを発端にして，国会議員や周辺住民を巻き込んでの「ウィンブ

ルドン・コモン」紛争が起きる。ここではその結果だけを書いておくと，

スペンサー卿は最終的には開発を断念し， i1871年ウィンブルドン・プトニ

ィ入会地法J(The Wimbledon and Putney Commons Act 1871)が成立

した(三俣・室田， 2005)。スペンサー卿の土地は，有償で、保全理事‘会(body

of Conservators)に引き渡され，それ以降は私的にも公的にも固い込ま

ず，建物を建てず，もとの自然の状態を保つ状態でオープンスペースとし

て万人に開放されることになった。ちなみに，スペンサー卿への補償金支

払い(1968年終了)とコモンの維持・管理費に関しては，地域住民がその
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ための特別の税を支払っている。

このコモンでは，所々ではあるが，不法投棄と思われる廃棄物の一群を

目にした。オープンスペースでかつ人目につかないところでは必然的に起

こってしまうのであろうか。このようなオープンスペースでの不法投棄は，

他の場所でも散見され，美しい自然環境だからみなのものとして囲い込む

のはやめよう， という発想と，みなのものであり誰のものでもないのでそ

こを不法投棄の場所にしてもかまわない， という発想が並存している(三

俣・室田， 2005)。すなわち，関係者同志のモニタリングが働かないためで

あるが，特に近年の英国の場合そもそも不法投棄が起こるのは大量消費・

大量廃棄という社会経済的背景が強〈起因しているためであろう。

8月10日で3人での各地のコモンの訪問は終了した。翌 11日は，三俣と

泉は次の調査値であるマン島に向かうため，早朝にホテルを発つ。一方，

室田は，当時日本の本務先から在外研究の機会を与えられ，スウェーデン

のストックホルムに住んで、いた。そして，この日のうちにストックホルム

に帰る必要があった。しかし，そのためのフライトがヒースロー空港を出

るのは夕方であるため，空港に行く前にもう一つだけロンドンのコモンを

見学することにした。そこで，チューブ令だけで、なく，ナショナル・レイル

の利用にも慣れておきたいと思い，ナショナル・レイルの駅から歩いてす

ぐ千子けそうなファージング・夕、ウンズ (FarthingDowns) を訪ねることに

決めた。これは，大ロンドン市の南端にあるクロイドン区にあるかつての

放牧入会地で，最寄り駅はクールドン・サウス (CoulsdonSouth)であ

る。

駅から 10分程でファージング・ダウンズの北の端に着いた。そこには緩

い傾斜の草地が見渡す限りといっていいくらい遠くまで南にのびていた。

乗馬用の道がたくさんつけられている。実際，乗馬を楽しんでいる人を数

人見かけた。よく晴れた日で，真っ青な夏空の下にアザミの花が至るとこ

ろに咲き乱れているのが印象的だった。
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このコモンの歴史をごく手短にいうと，先述しているが 1878年に制定さ

れた「ロンドン・オープンスペース法」に端を発している。ファージング・

ダウンズは，この法律に基づいて開発を免れ， 1883年に自治法人ロンドン

のものとなり，今日に至っている。

イングランド南東部は，石灰岩が風化した白いチョークの土壌が広がる

ところとして知られるが，ファージング・ダウンズは，そうしたチョーク

土壌に発達した草地として独特の植生を有しているといい，放牧をやめる

と潅木類の茂みに変わってしまうのだそうである。このため自治法人ロン

ドンは，伝統的な独自の景観を保全するため，放牧を続けながら，そこを

オープンスペースにしている (Website: Farthing Downs)。全体を歩いて

みる時間の余裕がなかったが，ここにはローマ時代の遺跡やサクソン人の

農耕地跡などがあり，考古学的にも重要なところだという。いつかゆっく

り歩いてみたいと考えつつ市内にもどり，チューブでヒースロー空港に向

かった次第である。

この日，三俣と泉は，マン島の入会放牧地および独自の地域貨幣システ

ム，そしてアイルランド西部のアキル島の泥炭採掘地などの調査に向かっ

たが，それについては機会を改めて記したい。

4，おわりに

スカイ島では，羊の放牧数がきわめて多い。それは統計的な数もさるこ

とながら，島内を車で、巡っていると羊を見ない瞬間はないといったほど体

感できるものである。現在においても羊毛産業がそれなりに成立している

のであろう。ハイランド地方における羊毛産業の積極的導入を図ろうとし

た時代を象徴するハイランド清掃では，一部の大土地所有者のために，借

地農であるクロフターをはじめとする圧倒的多数の社会的弱者が犠牲にな

った。その後， クロフターたちの懸命の抵抗やローランド地方の人たちゃ
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報道機関などによる支援によって，クロフターの権利の確立に向かい， 1880

年以降， クロフターたちの生命線である入会放牧権が法制度的に認知され

た。日英比較の視点からこの点に関する歴史・経済的意義の検討も今後の

課題であろうと考える。

スカイ島のそうした頻繁に見られる羊の様子の一方で、'穀物や野菜を栽

培する畑をほとんど見かけず，山には樹木が非常に少なし見とれるぐら

いの立派な木は存在していなかった。とはいえ， クロフターの権利として

認められた地主との契約による植林とおもわれるところも何ヶ所かあり，

そういったところは比較的年齢の若い林層を形成している場合が多く見ら

れた。また漁業は，大西洋まで出て行く形より，湾内の養殖が中心になっ

ていると思われる。 B&B形式の民宿が島の至るところにあり，農業や工業

が発達していない中で放牧と並び観光業の重要性が伺われた。

ロンドンとその近郊については，入会地の意味が 19世紀半ばまでとそれ

以降とでは根本的に変わっていると考えられる。現在のように科学技術が

発展する以前は，人聞の食はかなり限られた地域空間で供給されており，

それに伴い入会地も地元民の食料生産に貢献する機能，すなわち自給的な

意味合いで存在する面が非常に強かった。もちろんニューフォレストのよ

うに王侯貴族の狩猟場といった入会地もあり，そこでは確かにハンテイン

グというレクレーション的意味合いをもっ利用がなされたわけである。そ

の意味では例外ともいえるが，近隣住民によるニューフォレストでの入会

は基本的に自給利用であったわけであり，全体的に見て圧倒的に自給的コ

モンズであったといえる。しかしながら，その後の経済発展や都市化が進

捗する中で，人口密集地周辺の入会地の多くは，レクレーションの対象と

しての役割が強くなるにつれて，次第にオープンスペース化していくよう

になる。このような移千子は，アメリカのボストン市にあるボストン・コモ

ンでも観察できるが，一方で日本の場合，相対的に見て入会地のオープン

化していく歴史的変遷は辿ってはいない。この相違は非常に興味深いもの
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であり，両国の経済社会・法制度・文化的諸側面を踏まえた上で，その差

異を検討する必要があり，共著者らの今後の共通課題の一つにしたい。

また，オープンスペースという存在を仮に都市緑地の一つの在り方と考

えると，それとクローズドな私設庭園とを比較してみることにも意味があ

るかもしれない。広大なニューフォレストは，ロンドンとその近郊のコモ

ンとは別なものに思える。そこは，キャンプサイトや B&Bが数多く存在す

るという意味では単なる日帰りのレクレーションの場という域を超えた一

大観光地であると共に，生物多様性を維持する自然空間ともなっている。

短期間ではあるが，スコットランドのスカイ島に始まり，イングランド

のロンドン中心部ならびに郊外の入会地をこの目で見ることで，文献から

読み解ける過去の入会地のあり方と，そこから様々な歴史を乗り越えて行

き着いた現状を皮膚感覚で比べてみることができた。この体験と，現地で

収集した文献資料を合わせ，歴史的変遷をふまえた上でさらに英国のコモ

ンズの現在的意味について詳細に考察していく予定である。
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1) ポリッジは，スコットランド起源であり，それについては Robertson(2003) 

を参照のこと。

2) イングランドとスコットランドの境にある丘陵地帯 (816m) Cheviot Hills原

産の良質な羊毛のこと。

3) tacksmanとはスコットランド特有の概念で，エステートの広い土地を買い受

け，それを別の人に又貸しする仲介業者 middlemanのことである。

4) 2.1ですでに紹介しているアーマデイルは，スカイ島の南東端に近いところにあ

る港町で，現在で、は本土のマレイグとの聞にフェリーが就航している。

5) 2003 / 2004タームで，自治法人ロンドンが管理するオープンスペースに関する
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総支出と総収入は，それぞれ約 1910万ポンドと約 390万ポンドであった。支出の過

半は人件費である (OpenSpaces Department， 2004， pp. 30-32)。

6) ロンドンエリアに点在する非常に小さな公園群もオープンスペースとして勘定

すれば， 9ヶ所になる。

7) オープンスペース部門に所属している常勤職員の数。

8) Iサザンプトン州ニューフォレストに関する法の運用その他の修正法j。詳細に

ついては，平松 (1995)の第 3章を参照のこと。
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